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広報 広報 

クラブハウス体験講座�

動物ふれあい広場&�
アニマル�
パフォーマンスショー�

笑い飯・ストリーク�
お笑いライブ�

アントキの猪木�
爆笑ライブ�

ケン・マスイwith�
花&華ファッション�
ショー�

炎神戦隊�
ゴーオンジャーショー�

仮面ライダーキバショー�

［会場］デンパーククラブハウス　�〈92〉7112

4.5�　6�　12�  
 13� 19�   20�  
 26�  27�  

4.26�～5.6● 

4.29� 

5.3� 

5.4� 

5.5� 

5.6● 

※写真はイメージです。　　　　都合により日時の変更や中止の場合があります。くわしくはお問い合わせください。 

毎週土・日曜日 開催日 

￥500参加費 

毎週土・日曜日 開催日 

￥500参加費 

毎週土・日曜日 

アルパカ、ひつじ、アヒル、 
イヌたちと一緒に遊ぼう！ 

名古屋で活躍の人気モデルが来園！ 

握手会もあるよ！ 

握手会もあるよ！ 

開催日 

￥800参加費 

4/12・13、5/10・11開催日 

￥500～ 参加費 

4/5・6、5/3・4開催日 

￥500～ 参加費 

4/19・20、5/17・18開催日 

￥600～ 参加費 

4/26・27、5/6開催日 

￥1,500～ 参加費 

いちご大福作り 

木工教室 押し花教室 トールペイント シルバーアクセサリー 

パン作り いちごジャム作り 

春の大道芸�
  カーニバル�

デンパーク館 
展示ルーム 

紙龍（SiRYU）作品展�
「PEPARK（ペーパーク）」�

［会場］デンパーク館 

4.9�～6.2�  

期間中ワークショップも 
開催予定 

－お問い合わせ－ 
�0566〈92〉7111

休 

休 
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今
年
、
市
内
の
小
学
校
６
校
が

創
立
し
て　

周
年
を
迎
え
ま
す
。

１００

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
誰
も
が

通
い
、
思
い
出
を
持
つ
「
学
校
」。

時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
や
学
校
を
取
り
巻
く

環
境
も
、
日
々
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
こ
の　

年
１００

間
の
学
校
の
歴
史
を
振
り
返
る
と

と
も
に
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
を

行
っ
て
い
る
小
中
学
校
を
紹
介
。

中
学
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
交

え
、
今
ど
き
の
子
ど
も
た
ち
の
考

え
方
も
紹
介
し
ま
す
。

�
創
立　

周
年　

安
城
中
部
・
安

１００

城
南
部
・
安
城
西
部
・
安
城
東
部
・

安
城
北
部
・
明
和
小
学
校
の
６
校

※
文
中
で
は
取
材
当
時
の
学
年
を

表
示
し
て
い
ま
す
。

Ｐ４～５　安城の学校１００年のあゆみ

Ｐ６～９　特色ある安城の教育

Ｐ１０～１１　安城の中学生たち

広報あんじょう　2008.4.1�
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【石盤・石筆】
明治時代の子は石盤に石筆で字を書い
ていました。大正時代の初めころから
ノートと鉛筆が広まり、昭和の初めに
は石盤は学校から姿を消しました。

【大正・昭和の子どもの通学服】
昭和の初めまでは、ほとんどの
子が筒袖のかすりの着物でした。

【大正時代の時間割】
教材の裏表紙に書かれた尋常小学校５年
生の時間表です。

【墨塗り教科書】
終戦後、最初の授業は戦争などと関
係あるものに墨を塗ることでした。

時間表
月火水木金土
1読

方
読
方

歴
史

読
方

読
方

読
方

2算
術

算
術

算
術

地
理

修
身

算
術

3唱
歌

修
身

唱
歌

書
方

体
操

図
画

4地
理

図
画

理
科

理
科

歴
史

5書
方

体
操

綴
方

体
操

綴
方

6

安
城
の
学
校　
　

年
の
あ
ゆ
み

１００

明
治　
（
１
９
０
８
）年

４１

　

安
城
第
一
尋
常
小
学
校（
今
の
安
城
中
部
小
学
校
）ほ
か
創
立

大
正　
（
１
９
２
４
）年

１３

　

こ
の
こ
ろ
か
ら
安
城
は
「
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
」
と
呼
ば
れ
た

昭
和　
（
１
９
３
５
）年

１０

　

こ
の
こ
ろ
幼
児
教
育
は
農
繁
期
託
児
所
の
形
で
普
及

昭
和　
（
１
９
３
８
）年

１３

　

新
美
南
吉
、
安
城
高
等
女
学
校（
今
の
安
城
高
校
）に
赴
任

昭
和　
（
１
９
４
５
）年

２０

　

終
戦

昭
和　
（
１
９
４
７
）年

２２

　

義
務
教
育
制
度
六
・
三
制
に

昭
和　
（
１
９
４
８
）年

２３

　

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
発
足

　

ミ
ル
ク
給
食
始
ま
る

昭
和　
（
１
９
４
９
）年

２４

　

安
城
南
中
・
北
中
学
校
開
校

昭
和　
（
１
９
５
２
）年

２７

　

市
制
施
行

　

安
城
幼
稚
園
開
園（
公
立
で
初
め
て
の
幼
稚
園
）

　

安
城
市
が
ラ
ジ
オ
普
及
率
全
国
一
に
。
こ
れ
を
記
念
し
て

　

安
城
中
部
小
学
校
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
公
開
録
音
が
行
わ
れ
た

昭
和　
（
１
９
５
９
）年

３４

　

伊
勢
湾
台
風
で
多
く
の
学
校
が
被
害
に
遭
う

　

初
め
て
の
鉄
筋
校
舎
で
き
る（
安
城
西
中
学
校
の
開
校
）

昭
和　
（
１
９
６
０
）年

３５

　

市
営
錦
町
プ
ー
ル
が
完
成

昭
和　
（
１
９
６
３
）年

３８

　

中
学
校
で
ミ
ル
ク
給
食
始
ま
る

　

高
度
経
済
成
長
期
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く
社
会
問
題
の
一

　

端
と
し
て
「
非
行
問
題
」
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【謄写版とヤスリ】
最初にヤスリの上にろう原紙を載せ
て鉄筆で字や絵を書いて版を作りま
す。制版した原紙を印刷機にセット
し印刷します。

　

若
年
労
働
者
が
「
金
の
卵
」
と
呼
ば
れ
た
高
度
経
済
成
長

　

期
に
は
、
安
城
の
中
学
生
も
そ
の
半
数
が
卒
業
と
と
も
に

　

就
職
し
た
。
就
職
率
は
１
９
６
０
年�
　

・
９
％
、
２
０

４７

　

０
７
年�
　

％
１．３

昭
和　
（
１
９
６
５
）年

４０

　

南
部
給
食
調
理
場
開
設
。
昭
和　

年
に
北
部
、　

年
に
中

４３

４６

　

部
調
理
場
を
開
設
し
全
小
中
学
校
の
給
食
が
セ
ン
タ
ー
方

　

式
に

　

キ
ー
ワ
ー
ド
「
か
ぎ
っ
子
」

昭
和　
（
１
９
７
２
）年

４７

　

幼
稚
園
給
食
実
施

　

作
手
村
に
野
外
セ
ン
タ
ー
が
完
成

昭
和　
（
１
９
７
４
）年

４９

　

安
城
中
部
小
学
校
区
に
市
内
初
の
交
通
少
年
団
が
誕
生

昭
和　
（
１
９
７
５
）年

５０

　

米
飯
給
食
開
始（
月
１
回
）

　

学
校
施
設
開
放
始
ま
る

昭
和　
（
１
９
７
７
）年

５２

　

保
育
園
給
食
全
園
開
始

昭
和　
（
１
９
８
３
）年

５８

　

茶
臼
山
高
原
野
外
セ
ン
タ
ー
が
完
成

　

メ
ラ
ミ
ン
製
３
点
セ
ッ
ト
食
器
と
、
は
し
に
よ
る
給
食
を

　

順
次
試
行

平
成
４（
１
９
９
２
）年

　

学
校
週
５
日
制
試
行（
毎
月
第
２
土
曜
日
休
み
）

平
成　
（
２
０
０
２
）年

１４

　

完
全
学
校
週
５
日
制
実
施

平
成　
（
２
０
０
３
）年

１５

　

小
学
校
１
年
生
で
少
人
数
学
級
実
施

平
成　
（
２
０
０
４
）年

１６

　

小
学
校
２
年
生
で
少
人
数
学
級
実
施

平
成　
（
２
０
０
５
）年

１７

　

中
学
校
１
年
生
で
少
人
数
学
級
実
施

【産業教育／昭和３４年５月／安城北中
学校】
小型四輪車、スクーターなどの空運転
や、簡単な整備、修理に汗を流す北中
生徒。

【伊勢湾台風での災害復旧／昭和３４年１０月／錦
町小学校】
荒れ狂った伊勢湾台風で市内の学校も大きな被
害を被りました。ＰＴＡの父母の手で新しい屋
根瓦が次々に運ばれ復旧作業が進みました。

【小学校にテレビ放送施設導
入／昭和４２年／錦町小】
西三河で初の学校放送が錦町
小学校に取り入れられました。

【小学生の朝のラジオ体操／
昭和３７年７月】

【全校そろってかけあし／
昭和３７年／高棚小学校】
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秋、秋、自分たちが見聞きした南吉の生い立ちと自分たちが見聞きした南吉の生い立ちと、「、「ごご
んぎつね」を組み合わせた舞台を演じました。んぎつね」を組み合わせた舞台を演じました。

冬、南吉が安城時代に過ごしたあの店、この店冬、南吉が安城時代に過ごしたあの店、この店
を訪ね、ゆかりのある人々の話を聞きました。を訪ね、ゆかりのある人々の話を聞きました。

「新美南吉に親しむ会」の人たちから話を「新美南吉に親しむ会」の人たちから話を
聞き、南吉についての理解を深めました。聞き、南吉についての理解を深めました。

新美南吉について学んで…

　２学期に初めて新美南吉の勉強をした時、
童話などの作者とは当然知っていたけど、
安城にゆかりがあったなんて、とてもびっ
くりしました。南吉の安城での下宿先に話
を聞きに行き、おもしろいエピソードなど
を聞いて「へえ～そんなことがあったんだ」
とびっくり。これからも南吉の作品を読み
たいと思いました。
（安城中部小学校４年　岡田 佳  奈 さん）

か な

　南吉は小さいころから大変な生活をして
いたことが、学習してきて一番心に残りま
した。そんな中、有名な詩や童話を書いた
りしたので、南吉はすごいと思いました。
南吉の作品には、自分の今の気持ちや人生
などが感じられると思います。そんな南吉
が一番幸せな時にいたのが安城だったと知
って、ぼくはうれしく思います。

（安城中部小学校４年　水越 勇  志 くん )
ゆう し



学校教育を支える人々①
市老人クラブ連合会会長・加藤 正明 さん（小川町 )

まさあき

「核家族が多くなり、祖父母と孫が遊ぶ機会も少なくなりました。子どもたちの遊
び方も昔とは変わり、友達と遊ぶことも少なくなってきました。テレビゲームやテ
レビさえもなかった時代、こんな遊びをおじいちゃんやおばあちゃんがしていたん
だよと理解してくれ、子どもたちの思い出となってくれればうれしいです」

学校教育を支える人々②

桜井凧保存会・天野 暢保 さん
のぶやす

（古井町）
「小学校での、保存会による桜井
凧作りの指導は５年目。現代人は
手先を使うことが少なくなってき
ましたので、手先の技術を体験で
きることが魅力の一つ。また凧をあげること自体も技術を
要しますが、凧揚げを通して、風すなわち自然と上手く付
き合う方法・技術を培うこともでき、自然に対する考え方
も養われるのではないでしょうか」
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桜井凧づくり桜井凧づくり

竹とんぼの飛ばし方のてほどき竹とんぼの飛ばし方のてほどき
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新校舎へ移転後も、桜井小学校の伝統は受新校舎へ移転後も、桜井小学校の伝統は受
け継がれるでしょうけ継がれるでしょう。。（（２月開催「桜井小学２月開催「桜井小学
校に感謝する会」で校歌を歌う子どもたち )校に感謝する会」で校歌を歌う子どもたち )
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学校教育を支える人々③

ＮＰＯ国際理解英語活動支援バンク
スムル・ケセリさん (トルコ出身／岡崎市在住 )
「トルコでは６歳から英語を習います。英語は大好きです。好きになった理由は、
先生がステキで、授業の教え方も楽しかったから。私も来日して間がなく、週２時
間日本語を教えてもらっているので思いますが、何事も楽しく、好きでないと、身
につきません。だから、私も英語の楽しさを伝えたいと思って、新田小学校などで
の活動に参加しています」
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英語で買い物にチャレンジ。単に英語の教科書を英語で買い物にチャレンジ。単に英語の教科書を
読むのではなく、買い物を想定した実践会話です。読むのではなく、買い物を想定した実践会話です。

ゲストティーチャーと楽しく英語をゲストティーチャーと楽しく英語を
学んでいます。学んでいます。

学校保健委員会で「世界の料理教学校保健委員会で「世界の料理教
室」を開催したり、外国の食生活室」を開催したり、外国の食生活
を聞いたりして、保護者も交えてを聞いたりして、保護者も交えて
国際理解と食育を進めています。国際理解と食育を進めています。
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学校教育を支える人々④

にいがた・骨髄バンクを育てる会
丹後まみこさん
「命のアサガオ」は、白血病のた
め７歳で亡くなった丹後 光祐 君が、

こうすけ

約３か月間だけ通った小学校で大
事に育てていたアサガオです。
光祐君の死後、母親の丹後まみこさんが、そのアサガ
オを育て続け、「アサガオが親善大使となって、命の尊
さ、白血病に苦しむ人がいることを知って欲しい」と
願い、多くの人々にその種が配られています。昨年の
春から、安城西中学校でも生徒たちが育ててきました。 「私たちの夢、天まで届け」「私たちの夢、天まで届け」

「命のアサガオ、咲きますように」「命のアサガオ、咲きますように」

立志の会では、一人ひとりの夢を書いた紙に、春から育ててき立志の会では、一人ひとりの夢を書いた紙に、春から育ててき
た「命のアサガオ」の種を付け、風船に入れて飛ばしました。た「命のアサガオ」の種を付け、風船に入れて飛ばしました。

生命のルーツを考える会で、乳児を抱っこし、母親た生命のルーツを考える会で、乳児を抱っこし、母親た
ちとの会話を通してちとの会話を通して「命」「命」の大切さを感じ取りました。の大切さを感じ取りました。

広報あんじょう　2008.4.1�
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家
族
愛
で
健
や
か
に
成
長

　

「
難
し
い
年
ご
ろ
だ
か
ら
ね
」
と
中

学
生
の
母
親
で
あ
る
私
た
ち
は
、
こ
の

 
台
詞 
を
よ
く
口
に
し
ま
す
。
子
ど
も
で

せ
り
ふ

も
あ
り
、
少
し
大
人
で
も
あ
る
彼
ら
に

と
っ
て
今
、
家
族
と
は
ど
ん
な
存
在
な

の
で
し
ょ
う
か
。

自
分
の
父
母
を
自
慢
し
て
く
れ
ま
す
か
。

　

「
特
に
な
い
で
す
」
と
そ
っ
け
な
い

答
え
が
返
っ
て
く
る
の
も
覚
悟
の
質
問

で
し
た
が
、
清
水
さ
ん
は
「
母
は
ピ
ア

ノ
レ
ッ
ス
ン
の
仕
事
の
ほ
か
に
、
音
楽

講
師
と
し
て
も
働
き
始
め
た
。
挑
戦
す

る
姿
が
立
派
だ
」
と
母
親
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
を
褒
め
る
、
う
れ
し
い
発
言
。
江

川
さ
ん
、
高
橋
さ
ん
の
女
子
２
人
は
、

「
母
と
は
友
達
の
よ
う
に
お
し
ゃ
べ
り

が
で
き
て
、
ノ
リ
が
良
く
て
面
白
い
」

と
の
こ
と
。
私
は
「
友
達
同
士
の
よ
う

な
親
子
」
が
現
代
の
特
色
だ
と
思
う
の

で
す
。
一
昔
前
に
は
、
母
と
恋
や
お
し

ゃ
れ
の
話
題
で
盛
り
上
が
る
こ
と
な
ど
、

あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

君
が
父
母
を
し
か
る
と
し
た
ら
、
ど
ん

な
と
こ
ろ
？

　

「
親
は
、
自
分
の
こ
と
は
棚
に
上
げ

て
僕
を
し
か
る
」
と
い
う
子
の
意
見
に

全
員
が
「
そ
う
そ
う
。
分
か
る
」
と
納

得
の
様
子
。
ど
の
親
御
さ
ん
に
も
身
に

覚
え
の
あ
り
そ
う
な
具
体
例
が
出
ま
し

た
。「
母
は
『
う
た
た
寝
し
て
な
い
で
早

く
お
風
呂
に
入
り
な
さ
い
』
と
怒
る
が
、

僕
が
風
呂
か
ら
出
る
と
、
自
分
が
う
た

た
寝
し
て
い
る
」。こ
れ
は
ま
る
で
私
自

身
の
こ
と
。
本
当
に
耳
が
痛
い
で
す
。

勉
強
に
つ
い
て
も
、
確
か
に
自
分
の
こ

と
を
棚
に
上
げ
、
子
ど
も
を
し
か
っ
て

い
る
か
も
。
し
か
し
、
一
つ
だ
け
言
い

訳
す
る
と
、
親
は
子
ど
も
が
自
分
を
超

え
て
成
長
す
る
こ
と
を
強
く
願
う
あ
ま

り
、
自
分
勝
手
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。

家
族
と
い
て
幸
せ
だ
と
思
う
瞬
間
は
？

　

阿
保
さ
ん
は
「
弟
と
サ
ッ
カ
ー
を
し

て
い
る
時
が
楽
し
い
」。香
西
さ
ん
も

「
妹
と
ピ
ア
ノ
の
連
弾
を
す
る
と
心
が

和
む
」。み
ん
な
、
兄
弟
と
の
か
か
わ
り

を
大
切
に
し
て
い
る
印
象
で
す
。
４
人

兄
弟
の
加
藤
さ
ん
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら

お
父
さ
ん
が
彼
ら
の
散
髪
を
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
家
族
の
温
か
い
時
間
が
目

に
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
。

　

私
た
ち
親
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
を
頼

り
に
育
児
を
し
て
き
た
世
代
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
常
に
わ
が
子
を
人
と
比
較

し
て
し
ま
い
、
お
お
ら
か
な
子
育
て
が

で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
マ

ス
コ
ミ
で
中
学
生
の
い
じ
め
や
裏
サ
イ

ト
で
の
中
傷
が
取
り
ざ
た
さ
れ
、
親
の

不
安
を
あ
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
日

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
彼
ら
に
は
、
親

の
大
き
な
愛
に 
育 
ま
れ
、
健
や
か
に
成

は
ぐ
く

長
し
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
、
す
が

す
が
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

（
市
民
編
集
員　

市
岡
悦
子
さ
ん
）

個
性
が
キ
ラ
リ　
　
　
　

　

中
学
生
は
本
を
読
ま
な
い
と
か
、
夢

を
も
っ
て
な
い
と
か
、
揚
げ
句
の
果
て

に
は
学
力
が
落
ち
た
と
か
、
よ
く
マ
ス

コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。
私
の
ま

わ
り
の
中
学
生
や
高
校
生
は
、
夢
も
も

っ
て
い
ま
す
し
、
本
も
よ
く
読
ん
で
い

ま
す
。
本
当
の
と
こ
ろ
実
態
は
ど
っ
ち

に
近
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

先
生
方
の
お
計
ら
い
で
、
前
も
っ
て

質
問
事
項
を
お
伝
え
す
る
こ
と
も
な
く

先
生
も
交
え
な
い
で
、
安
城
西
中
学
校

の
生
徒
た
ち
に
本
音
に
近
い
話
を
聞
く

加藤 太  一 さん
た いち

 阿  保  圭  祐 さん
あ ぼ けい すけ



こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
近
読
ん
だ
本
は
？

　

『　

番
目
の
天
使
』『
光
と
と
も
に
』

１２

『
ホ
ー
ム
レ
ス
中
学
生
』『
リ
ア
ル
鬼
ご

っ
こ
』『
ロ
ベ
ル
ト
・
バ
ッ
ジ
オ
の
自

伝
』『
ゲ
ド
戦
記
』。一
人
ひ
と
り
に
ど
ん

な
内
容
な
の
？
と
問
い
か
け
た
私
に
、

よ
く
わ
か
る
よ
う
に
全
員
が
丁
寧
に
簡

潔
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
説
明
し
て
く
れ
ま

し
た
。
読
ん
だ
本
に
関
す
る
感
想
や
思

い
も
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
赤
ち
ゃ
ん

を
育
て
る
苦
労
が
わ
か
り
、
両
親
に
感

謝
し
ま
し
た
」「
人
の
心
の
光
と
闇
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
き
れ
い
さ
と
か
汚
さ

と
か
」
な
ど
、
な
か
な
か
し
っ
か
り
し

て
い
ま
す
。
話
が
弾
ん
で
く
る
と
次
々

に
最
近
読
ん
だ
本
の
話
に
な
り
ま
し
た
。

中
学
生
は
実
に
よ
く
本
を
読
ん
で
い
ま

す
。

将
来
の
夢
は
？

　

「
い
つ
か
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
で
全
国
制

覇
し
た
い
」「
安
定
し
て
い
る
か
ら
公
務

員
に
な
り
た
い
」「
発
展
途
上
国
の
子
ど

も
た
ち
に
何
か
自
分
に
で
き
る
手
助
け

を
し
た
い
」「
雑
誌
の
編
集
と
か
雑
誌
を

つ
く
る
仕
事
が
し
た
い
」「
動
物
に
か
か

わ
る
仕
事
が
し
た
い
。
森
が
壊
さ
れ
て

い
る
の
を
テ
レ
ビ
で
見
て
、
動
物
た
ち

が
生
き
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
環
境
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
」「
今

は
ま
だ
夢
が
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
夢

を
見
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
」
い
ま
ど

き
の
中
学
生
は
、
具
体
的
で
し
っ
か
り

し
た
夢
を
も
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
。

　

大
人
で
あ
る
私
た
ち
の
中
学
生
の
こ

ろ
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。
し
っ
か
り

し
た
将
来
の
夢
を
も
っ
て
い
る
子
も
い

た
し
、
漠
然
と
し
た
ま
ま
の
子
も
い
ま

し
た
。
本
を
読
む
子
も
読
ま
な
い
子
も
、

学
力
の
高
い
子
も
低
い
子
も
、
運
動
能

力
に
す
ぐ
れ
た
子
も
そ
う
で
な
い
子
も

い
ま
し
た
。
大
人
に
な
る
と
、
子
ど
も

の
こ
ろ
の
自
分
を
ず
い
ぶ
ん
立
派
に
過

大
視
し
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

安
城
西
中
学
校
の
２
年
生
と
話
を
し
て
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
思
い
と
同
時
に

「
い
ま
ど
き
の
中
学
生
は
」
な
ん
て
十

把
一
か
ら
げ
に
言
う
の
は
や
め
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

（
市
民
編
集
員　

川
畑
波
津
江
さ
ん
）

広報あんじょう　2008.4.1�

編
集
後
記
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清水 建  吾 さん
けん ご

香西 成  美 さん
なる み

高橋 円  佳 さん
まど か

江川ひかりさん

市民編集員がインタビュー。中学生の本音に迫る。
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歳入（５９６億９０００万円）
３８１億６２００万円市税

自主財源

３８億３７７１万円繰入金
２７億８２８１万円諸収入
１５億００００万円繰越金
１０億１４３６万円使用料及び手数料
７億６２１２万円分担金及び負担金
３億３４０９万円その他の自主財源
３３億５１７６万円国庫支出金

依存財源
２６億１７４５万円県支出金
１７億００００万円地方消費税交付金
１６億７６７０万円市債
１９億５１００万円その他の依存財源

歳出（５９６億９０００万円）
１４７億０４５６万円民生費

１３８億９４８５万円土木費

９１億１８２７万円教育費

７３億２０８８万円衛生費

６１億３０１４万円総務費

３４億０９８９万円公債費

１９億６８８２万円農林水産業費

１８億６１３８万円消防費

５億１８０５万円商工費

３億８１８２万円議会費

３億８１３４万円その他
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�
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�
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●
歳
出
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

環
境
▼
雑
紙
の
回
収
実
施
、
リ
サ
イ

ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
増
設

子
育
て
支
援
▼
中
学
校
卒
業
ま
で
の

医
療
費
を
無
料
化
、
妊
婦
検
診
の
助

成
回
数
を
拡
充

福
祉
▼
中
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、

障
害
者
多
機
能
型
通
所
施
設
建
設
へ
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歳
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市民１人当たりの歳出
８万２６６４円民生費

７万８１１２円土木費

５万１２６０円教育費

４万１１５５円衛生費

３万４４６１円総務費

１万９１６９円公債費

１万１０６８円農林水産業費
１万０４６４円消防費

２９１２円商工費

２１４６円議会費

２１４４円その他

※２月末の人口１７万７８８４人で算出。

の
助
成

教
育
▼
特
別
支
援
教
育
補
助
員
制
度

の
導
入
、
中
部
学
校
給
食
施
設
整
備

の
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
方
式
に
よ
る
改

築
工
事

防
犯
▼
小
学
校
の
周
囲
へ
フ
ェ
ン
ス

を
設
置

防
災
▼
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
に
簡

易
型
の
助
成
制
度
を
導
入

古紙資源化促進事業（１９５５万円）

市民会館改修ＥＳＣＯ事業（６億５０００万円）

住宅耐震診断・改修補助事業（７８７０万円）

歳入歳入



特別会計
予算額（前年度比）会計名（事業）

１３６億７６００万円（＋４．４％）国民健康保険
５００万円（±０．０％）土地取得

２億１３００万円（＋０．５％）有料駐車場
４８億８８００万円（＋１．６％）下水道
７億６２００万円（－９０．１％）老人保健
１７億２８００万円（＋６．４％）北部土地

区画
整理

４億３４００万円（＋４４．７％）作野
２１億１５００万円（＋３．２％）桜井駅周辺特定

５０００万円（－３．８％）農業集落排水
６３億６２００万円（＋４．２％）介護保険
１１億８８００万円（新　規）後期高齢者医療
３１４億２１００万円（－１２．７％）計

公営企業会計（水道事業）
予算額（前年度比）区分

２９億７２００万円（＋２．１％）収益的支出
２２億６９００万円（＋３７．８％）資本的支出

収益的支出 ▼公営企業の経営活動により発生する費用
資本的支出 ▼施設を建設・整備するための費用
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名鉄西尾線碧海桜井駅付近鉄道立体交差事業
（２２億０６１６万円）

名鉄西尾線新駅整備事業（１１億４５７０万円）赤ちゃん訪問事業（６７０万円）

小学校フェンス設置事業（６５００万円） 食育推進計画事業（５５８万円） 市民活動施設整備事業（１億８４５０万円）

広報あんじょう　2008.4.1 �

高架上部高架上部 　

駅西側　駅西側
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��

���

�
法
改
正
に
よ
り
「
収
入
役
」
を
廃

　

止
し
「
会
計
管
理
者
」
を
設
置
。

〈
変
更
前�
変
更
後
〉

�
環
境
都
市
推
進
課�
環
境
首
都
推

　

進
課

�
防
災
室�
防
災
課（
総
務
部
か
ら

　

市
民
生
活
部
へ
所
属
変
更
）

�
出
納
室�
会
計
課

�
市
税
課�
市
民
税
課
・
資
産
税
課

　
（
分
割
）

�
障
害
援
護
課
・
高
齢
福
祉
課
・
児

　

童
課
・
国
保
年
金
課
・
健
康
課�

　

社
会
福
祉
課
・
障
害
福
祉
課
・
介

　

護
保
険
課
・
子
ど
も
課
・
国
保
年

　

金
課
・
健
康
推
進
課（
保
健
福
祉

　

部
の
再
編
）

※
係
編
成
を
変
更
し
た
課
は
次
の

と
お
り
。

社
会
福
祉
課
▼
社
会
福
祉
係
・
児
童

家
庭
係
・
高
齢
福
祉
係
・
生
活
保
護
係

障
害
福
祉
課
▼
障
害
福
祉
係
・
障

害
給
付
係

介
護
保
険
課
▼
介
護
保
険
係
・
介

護
審
査
係
・
介
護
給
付
係

子
ど
も
課
▼
庶
務
係
・
子
ど
も
係
・

子
育
て
支
援
係

�
環
境
保
全
課
ご
み
減
量
係�
ご
み

　

減
量
推
進
室（
新
設
）

�
区
画
整
理
１
課
・
区
画
整
理
２
課

　
�
区
画
整
理
課（
統
合
）

※
係
編
成
は
次
の
と
お
り
。

区
画
整
理
課
▼
庶
務
係
・
工
務
係
・

北
部
換
地
係
・
桜
井
換
地
係

�
幼
稚
園
に
関
す
る
窓
口
を
教
育
委

　

員
会
「
総
務
課
」「
学
校
教
育
課
」

　

か
ら
保
健
福
祉
部
「
子
ど
も
課
」

　

に
変
更
。

�
文
化
財
課
「
市
史
編
さ
ん
室
」
を

　

廃
止
し
、「
市
史
編
さ
ん
係
」
を

　

「
文
化
財
係
」
に
統
合
。

�
財
政
課
「
整
備
係
」
を
「
管
財
係
」

　

に
統
合
。

広報あんじょう　2008.4.1�



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�


�



�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
���
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�

受
益
者
負
担
金
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計
算
方
法

　
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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�
�
�
�
�
	

●
対
象　

下
水
道
整
備
区
域
内
の
す

べ
て
の
土
地

●
金
額　

１�
あ
た
り　

円
３５０

●
納
付
方
法　

分
割
納
付（
年
２
回

ず
つ
５
年
間
、
計　

回
）と
一
括
納

１０

付
が
あ
り
、
一
括
納
付
を
す
る
と
報

奨
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

●
例　
　
�
（
約　

坪
）の
土
地
の
負

２００

６０

担
金
額　

円
×　
�
＝
７
万
円

３５０

２００

分
割
納
付
で
は�
７
０
０
０
円
×　

回
１０

一
括
納
付
で
は�
５
万
８
６
６
０
円

（
報
奨
金
１
万
１
３
４
０
円
を
差
し

引
い
た
も
の
）

★
説
明
会
を
開
催

　

受
益
者
負
担
金
制
度
と
納
付
ま
で

の
手
続
き
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

詳
細
は
、
対
象
と
な
る
土
地
所
有
者

へ
通
知
し
ま
す
。

広報あんじょう　2008.4.1 �

安城町

古井町

榎前町

榎前町

城ヶ入町

桜井町堀内町
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コールセンターを開設
　専門の相談員を配置したコールセ
ンターを設置しました。後期高齢者
医療制度に関する質問や相談を受け
ています。ぜひ、ご活用ください。
コールセンター（�０５７０〈０５〉５１０５）
●問い合わせ　愛知県後期高齢者医
療広域連合（�０５２〈９５５〉１２２７）
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愛知県後期高齢者医療被保険者証（保険証）
色は薄い水色です
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問
い
合
わ
せ
▼

市
保
健
セ
ン
タ
ー

（�
〈　

〉１
１
３
３
）

７６

会場時間日程
榎前公民館午後１時１０分～１時４０分４月

９日� 東端公民館午後２時１０分～３時
別所団地公民館午後１時１０分～１時３０分

１０日� 新田町会館午後１時５０分～２時２０分
北明治公民館午後２時４０分～３時
高棚公民館午後１時１０分～１時４０分

１１日�
和泉公民館午後２時１０分～３時
桜井公民館午後１時１０分～２時１０分

１４日�
西尾公民館午後２時４０分～午後３時
東山公民館午後１時１０分～１時３０分

１５日� 里地区コミュニティセンター午後１時５０分～２時３０分
東栄今本町公民館午後２時５０分～３時１０分
石井公民館午後１時１０分～１時４０分

１６日� 赤松コミュニティセンター午後２時～２時２０分
旧農協箕輪支店午後２時４０分～３時

秋葉公園レストハウス前午後１時１０分～１時４０分
１７日� 朝日公園午後２時～２時２０分

東尾公民館午後２時４０分～３時
東部公民館午後１時１０分～１時５０分

２１日�
作野公民館午後２時２０分～３時
美園公園午後１時１０分～２時

２２日�
池浦公民館午後２時３０分～３時

今池住吉町内会公民館午後１時１０分～１時４０分
２３日�

篠目町公民館午後２時１０分～３時
根崎公民館午後１時１０分～１時５０分

２４日�
城ヶ入公民館午後２時１０分～３時

二本木コミュニティセンター午後１時１０分～１時３０分
２５日� 和親館（旧農協新池支店）午後１時５０分～２時１０分

福釜農民会館午後２時３０分～３時
昭林公民館午後１時１０分～１時３０分５月

７日� 古井町公民館午後１時５０分～２時５０分
農協志貴支店午後１時１０分～１時３０分

８日� 浜屋公民館午後１時５０分～２時１０分
北部公民館午後２時３０分～３時１０分

市保健センター午後１時～２時１０日�

所在地動物病院
橋目町青山動物病院
緑町ミドリペットクリニック
桜井町あおみ動物病院
朝日町大島獣医科病院
赤松町ぐれ～ぷ動物病院
大山町パーク動物病院
高棚町りんごの樹動物病院

今池町
あいち犬猫医療センター

杉浦犬猫病院
桜町桜町動物病院

所在地動物病院
小川町さくらい動物病院
赤松町エキスポ安城動物病院
安城町三尾動物病院
知立市新池南陽動物病院
知立市山町こんどう動物病院
刈谷市野田町小笠原動物病院
刈谷市若松町ひまわり動物病院
高浜市向山町あい総合動物病院
高浜市稗田町たかはま動物病院
高浜市湯山町Ｋｅｎ動物病院

所在地動物病院
碧南市久沓町板倉どうぶつ病院
碧南市向陽町パル動物クリニック
碧南市志貴崎町へきなん動物病院
碧南市松本町永田獣医科病院
西尾市下町ウチダ動物病院
西尾市丁田町ハート動物病院
岡崎市戸崎町しばた動物病院
岡崎市大和町ダルク動物病院
豊田市上郷町倉橋獣医科医院
豊田市花園町花園動物クリニック

②登録 ･注射済票交付のできる動物病院

①集合注射会場

�
�
�
�
�

●
会
場　

表
①
ま
た
は
表
②

※
表
②
以
外
の
動
物
病
院
で
注
射
し

た
場
合
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
注
射

済
票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
持
ち
物　

狂
犬
病
予
防
注
射
実
施
・

登
録
確
認
通
知
書

●
交
付
手
数
料　
　

円（
別
途
注
射

５５０

料
金
が
必
要
で
す
）

●
そ
の
他
�

病
気
・
妊
娠
な
ど
で
狂

犬
病
予
防
注
射
を
打
て
な
い
と
獣
医

師
が
診
断
し
た
場
合
「
狂
犬
病
予
防

注
射
猶
予
証
」
を
交
付
し
ま
す
。
こ

れ
を
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
す
る

こ
と
で
、
当
該
年
度
に
限
り
注
射
を

打
っ
た
犬
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
長
期
に
渡
る
病
気
の
場
合

で
も
、
毎
年
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

�
身
体
障
害
者
補
助
犬（
盲
導
犬
・

　

聴
導
犬
・
介
助
犬
）は
登
録
・
注

　

射
済
票
交
付
に
か
か
る
手
数
料
が

　

免
除
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
場
合

　

は
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
に
申
請
し

　

て
く
だ
さ
い
。
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■
犬
の
登
録
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●
登
録
場
所
�

以
下
の
い
ず
れ
か
。

表
①
、
表
②
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
登
録
手
数
料　

３
０
０
０
円

※
登
録
済
み
の
犬
に
つ
い
て
は
、
４

月
上
旬
に
市
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
狂
犬
病
予
防
注
射
実
施
・
登
録
確

認
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

■
狂
犬
病
予
防
注
射

�
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�
�
�
�
�
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安
城
市
建
築
物
耐
震
改
修 

促
進
計
画（
案
）

●
提
出
数　

２
人（
３
件
）

●
問
い
合
わ
せ　

建
築
課

■
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

●
意
見　

計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
避
難
所
ま
で
の
輸
送
路
」
の
み
で

は
不
十
分
。
災
害
時
の
こ
と
を
考
え

る
と
、
避
難
所
ま
で
の
ル
ー
ト
は
複

数
あ
る
方
が
望
ま
し
い
。

●
市
の
考
え
方　

避
難
所
ま
で
の
輸

送
路
は
、
市
内
各
避
難
所
か
ら
直
近

の
緊
急
輸
送
道
路
に
通
じ
る
道
路
で
、

な
お
か
つ
、
被
災
し
た
建
築
物
な
ど

で
道
路
閉
塞
す
る
恐
れ
が
少
な
い
と

思
わ
れ
る
も
の
を
設
定
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
計
画
で
示
し
た
こ
の
ル
ー
ト

に
し
ぼ
っ
て
、
沿
道
の
建
築
物
に
つ

い
て
調
査
し
、
耐
震
化
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

安
城
ア
グ
リ
ラ
イ
フ
構
想（
案
）

●
提
出
数　

６
人（　

件
）

１６

●
問
い
合
わ
せ　

農
務
課

■
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

●
意
見　

安
城
市
の
大
き
な
問
題
で

あ
る
ご
み
問
題
。
生
ご
み
の
た
い
肥

化
は
ご
み
減
量
に
つ
な
が
る
。
そ
の

た
め
の
意
識
付
け
も
こ
の
活
動
に
組

み
込
ん
で
も
良
い
と
思
う
。

●
市
の
考
え
方　

市
は
現
在
「
ご
み

減
量　

％
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

２０

家
庭
か
ら
出
る
燃
や
せ
る
ご
み
の
４

割
は
生
ご
み
。
こ
れ
を
た
い
肥
化
し
、

畑
や
庭
に
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
ご
み
の
減
量
だ
け
で
な
く
、
農

薬
や
化
学
肥
料
の
使
用
低
減
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
本
構
想
で
も
、
栽
培

研
修
事
業
や
市
民
農
園
の
整
備
促
進

事
業
の
中
で
、
生
ご
み
の
た
い
肥
化

を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

※
構
想
の　

ペ
ー
ジ
「
栽
培
技
術
研

１５

修�
�
楽
農
人�
入
門
コ
ー
ス
に
傍

線
部
分
の
記
述
を
追
加
し
ま
す
。

「
…
土
づ
く
り（
家
庭
の
生
ご
み
の

た
い
肥
化
）、野
菜
や
花
な
ど
…
」

●
意
見　

新
た
に
「
農
」
に
参
画
す

る
市
民
と
し
て
主
に
高
齢
者
が
想
定

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
農
」
の
場

は
、
子
育
て
中
の
交
流
に
も
適
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
女
性
の
社
会
進

出
が
著
し
い
中
、
子
育
て
期
間
は
、

養
育
者
が
長
時
間
を
地
域
や
家
庭
で

過
ご
す
貴
重
な
期
間
。
育
児
ス
ト
レ

ス
の
解
消
、
養
育
者
同
士
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
に
、
共
同
で
農
作
業
を

行
う
こ
と
は
有
用
で
あ
り
、
食
育
の

面
で
も
大
変
望
ま
し
い
の
で
は
な
い

か
。

　

核
家
族
化
が
進
む
中
、「
農
」を
通

じ
て
異
世
代
交
流
の
機
会
が
増
え
れ

ば
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に

つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

●
市
の
考
え
方　

構
想
の
施
策
の
対

象
は
、
短
期
的
に
は
高
齢
者
層
の
需

要
が
高
い
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
し

か
し
、
持
続
可
能
な「
農
」を
考
え
れ

ば
、
食
育
の
面
か
ら
も
幅
広
い
年
代

層
の
市
民
が
気
軽
に
参
画
で
き
る
よ

う
な
事
業
展
開
が
望
ま
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

ご
意
見
の
と
お
り「
農
」を
通
じ
た

異
世
代
交
流
の
活
発
化
は
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
つ
な
が
る
と

考
え
ま
す
。
今
後
、
本
構
想
の
各
事

業
を
具
体
化
す
る
際
に
は
、
こ
う
し

た
効
果
も
考
慮
し
て
い
き
ま
す
。

※
構
想
の　

ペ
ー
ジ
「
地
域
交
流
事

２１

業
の
開
催
」
に
傍
線
部
分
の
記
述
を

追
加
し
ま
す
。

「
…
利
用
者（
非
農
家
市
民
）と
農
業

者
と
の
交
流
あ
る
い
は
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
世
代
を
超
え
た
市
民
同

士
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
…
」

安
城
市
地
域
情
報
化
計
画（
案
）

●
提
出
数　

３
人（
６
件
）

●
問
い
合
わ
せ　

情
報
シ
ス
テ
ム
課

■
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

●
意
見　

自
治
体
の
行
う
地
域
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
に
つ
い
て
は
、
試
み
が

多
い
割
に
、
成
功
し
た
例
は
ほ
と
ん

ど
聞
か
れ
な
い
。
い
く
つ
も
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
が
あ
っ
て
も
結
局
、
利

用
者
は
利
便
性
の
高
い
サ
イ
ト
を
利

用
す
る
の
で
、
利
用
頻
度
の
低
い
サ

イ
ト
は
ま
す
ま
す
魅
力
が
な
く
な
り

 
淘  
汰 
さ
れ
て
し
ま
う
。
以
上
の
理
由

と
う 
た

に
よ
り
、
新
た
な
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
構
築
に
は
反
対
で
あ
る
。

※
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
＝
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
入
り
口
と
な
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト●
市
の
考
え
方　

運
営
を
市
が
行
う

場
合
に
は
、
公
共
性
に
伴
う
制
約
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
迅
速
で
柔

軟
な
対
応
が
で
き
る
民
間
で
の
サ
イ

ト
運
営
を
行
い
ま
す
。
地
域
住
民
が

自
由
に
、
気
軽
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
め
ざ
し
て
い
き
ま

す
。
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広報あんじょう　2008.4.1 �

③
レ
ジ
袋
の
有
料
化
に
と
も
な
い

収
益
金
が
出
た
場
合
は
、
環
境
保

全
活
動
な
ど
の
社
会
貢
献
活
動
に

活
用
す
る

④
活
動
内
容
に
つ
い
て
、
定
期
的

に
同
協
議
会
に
報
告
し
公
表
す
る

●
申
し
込
み　

４
月　

日�
ま
で

１５

に
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
環
境
首
都
推
進

課
へ 

※
応
募
用
紙
は
同
課
で
配
布
。
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
で
き
ま
す
。
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●
対
象
・
条
件　

市
内
に
店
舗
が

あ
り
、
次
の
①
〜
④
の
す
べ
て
を

実
施
す
る
こ
と
。 

①
マ
イ
バ
ッ
グ
な
ど
の
持
参
を
呼

び
か
け
る
と
と
も
に
、
今
年
６
月

　

日�
か
ら
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布

２５を
中
止
し（
有
料
化
）、レ
ジ
袋
の

削
減
を
推
進
す
る

②
来
年
３
月　

日�
ま
で
に
レ
ジ

３１

袋
の
辞
退
率
を　

％
以
上
に
す
る

５０

目
標
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
前
年

度
比
の
削
減
率
と
削
減
量
の
目
標

を
設
定
す
る

問
い
合
わ
せ
▼

環
境
首
都
推
進
課
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対
象　

市
内
在
住
の
人

●
補
助
金
額　

平
成　

年
４
月
１

２０

日
購
入
分
か
ら
購
入
価
格（
消
費

税
含
む
）の
３
分
の
２
。
購
入
機

器
の
区
分
に
よ
り
、
補
助
限
度
額

を
定
め
て
い
ま
す
。

バ
イ
オ
式
生
ご
み
処
理
機 �

４
万

円乾
燥
式
生
ご
み
処
理
機�

３
万
５

０
０
０
円

た
い
肥
化
容
器（
コ
ン
ポ
ス
ト
）�

７
０
０
０
円

●
そ
の
他

�
市
内
の
販
売
店
で
購
入
し
た
も

の
に
限
り
ま
す
。

�
補
助
金
の
申
請
期
限
は
、
購
入

後
１
か
月
以
内
で
す
。

�
販
売
店
の
販
売
証
明
・
領
収
書

が
必
要
で
す
。（
証
明
用
紙
は
、
清

掃
事
業
所
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。）

�
申
請
方
法
は
、
販
売
店
ま
た
は

ご
み
減
量
推
進
室（
清
掃
事
業
所

内
）で
購
入
前
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
▼

清
掃
事
業
所

（�
〈　

〉３
０
５
３
）

７６

　

せ
ん
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン

ト
で
製
造
し
た
「
安
城
い
き
い
き

た
い
肥
」
総
量　

㌧（
受
け
取
り

１２０

数
量
１
世
帯　

㎏
以
下
）を
限
度

３００

に
募
集
し
ま
す
。

●
受
け
取
り
期
間　

５
月
１
日�

〜　

日�
（
日
曜
日
を
除
く
）

１７
●
受
け
取
り
方
法　

た
い
肥
を
直

接
積
み
込
め
る
４
㌧
以
下
の
ト
ラ

ッ
ク
ま
た
は
袋
を
持
参
し
て
、
せ

ん
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
へ

※
袋
持
参
の
場
合
、
ス
コ
ッ
プ
は

お
貸
し
し
ま
す
。

●
そ
の
他　

応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
せ
ん
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

　

当
せ
ん
者
に
は
支
給
決
定
通
知

と
受
取
票
を
４
月　

日�
ま
で
に

２８

送
付
し
ま
す（
当
せ
ん
し
な
か
っ

た
人
に
は
通
知
し
ま
せ
ん
）。ま
た
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
の
通
知
は
し
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み　

４
月　

日�
ま
で

１６

に
①
住
所　

②
氏
名　

③
電
話
番

号　

④
希
望
数
量（
㎏
）　

⑤
た
い

肥
を
使
用
す
る
畑
な
ど
の
面
積
ま

た
は
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
の
個
数
を

郵
送
・
持
参
・
フ
ァ
ク
ス
、
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
（ikiiki@

c
ity.a

n
j

o
.a
ic
h
i.jp

）で
環
境
保
全
課（
清

掃
事
業
所
内
／
〒　

－

１
１
５
５

４４４

安
城
市
堀
内
町
西
新
田
２
番
地
）へ

※
た
い
肥
を
使
用
す
る
本
人
以
外

の
申
し
込
み
、
電
話
に
よ
る
応
募

は
不
可
。
申
込
書
は
同
課
に
あ
り

ま
す
が
、
①
〜
⑤
の
内
容
が
す
べ

て
記
載
し
て
あ
れ
ば
用
紙
は
問
い

ま
せ
ん
。

※
す
べ
て
の
項
目
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
と
失
格
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼

清
掃
事
業
所

（�
〈　

〉３
０
５
３
）

７６

「
レ
ジ
袋
の
削
減
に
関
す
る
協
定
」

参
加
店
を
募
集

生
ご
み
処
理
機
・
た
い
肥
化
容
器（
コ
ン
ポ
ス
ト
）

購
入
に
補
助

「
安
城
い
き
い
き
た
い
肥
」

受
け
取
り
希
望
者
を
募
集



■
「
安
城
市
分
別
ソ
ム
リ
エ
」
と
は
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�
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●
と
き
／
と
こ
ろ
／
内
容　

左
表

の
通
り

●
対
象　
　

歳
以
上
の
市

１８

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人
で
、
原
則
と
し
て
全
６

回
す
べ
て
参
加
で
き
る
人

●
定
員　
　

人
程
度

３０

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
せ
ん
。

●
そ
の
他　

講
座
の
最
終

日
に
試
験
を
行
い
ま
す
。

合
格
者
は
、
市
分
別
ソ
ム

リ
エ
に
登
録
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
た
だ
し
出
席
回

数
が
少
な
い
人
は
試
験
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

●
申
し
込
み　

４
月　

日
１８

�
ま
で（
必
着
）に
、
①
郵

便
番
号　

②
住
所　

③
氏

名（
ふ
り
が
な
）　

④
年
齢

⑤
電
話
番
号　

⑥
受
講
の

動
機　

⑦
職
業
な
ど
の
有
無（
あ

れ
ば
勤
務
先
ま
た
は
学
校
名
）　

⑧
ご
み
問
題
に
つ
い
て
日
ご
ろ
思

う
こ
と
を
は
が
き
に
記
入
し
、
環

境
首
都
推
進
課（
〒　

－

８
５
０

４４６

１
安
城
市
桜
町　

番　

号
）へ

１８

２３

※
電
話
申
し
込
み
不
可
。
①
〜
⑦

は
必
ず
記
入
。
申
し
込
み
は
１
人

に
つ
き
、
は
が
き
１
枚
ま
で
。
申

し
込
み
結
果
は
後
日
通
知
し
ま
す
。

広報あんじょう　2008.4.1�

●
と
き　

４
月　

日�
午
前　

時

１３

１０

〜
正
午（
雨
天
中
止
）

●
と
こ
ろ　

ラ
フ
ー
ズ
コ
ア
三
河

安
城
店
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン●
内
容　

雑
が
み
の
分
別
を
わ
か

り
や
す
く
す
る
た
め
に
「
分
別
ソ

ム
リ
エ
」
が
現
物
を
展
示
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
減
量
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

●
そ
の
他　

参
加
賞（
再
生
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
）を
差
し
上
げ

ま
す
。

※
分
別
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
ご
み
減
量
推
進
室（
清
掃
事
業

所
内
／�
〈　

〉３
０
５
３
）へ

７６
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●
対
象　

次
の
対
象
地
域（
※
）で
、

専
用
住
宅
ま
た
は
居
宅
部
分
の
床

面
積
が
延
べ
床
面
積
の
２
分
の
１

以
上
あ
る
併
用
住
宅
に
浄
化
槽
を

設
置
す
る
人 

※
対
象
地
域 �

公
共
下
水
道
認
可

区
域（
当
該
年
度
内
に
認
可
が
見

込
ま
れ
る
区
域
を
含
む
）以
外
の

地
域
と
農
業
集
落
排
水
処
理
区
域

以
外
の
地
域

●
補
助
金
額

下
表
参
照

●
そ
の
他

�
浄
化
槽
を

設
置
し
て
か

ら
で
は
補
助

金
の
交
付
を

受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ

ん
。
必
ず
工

事
前
に
補
助

金
申
請
の
手

続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

�
補
助
金
申

請
は
予
算
の

範
囲
内
で
先

着
順
（
４
月

１
日�
か
ら
。�
�
�
を
除
く
）

に
受
け
付
け
ま
す
。
補
助
対
象
地

域
、
人
槽
に
よ
る
受
け
付
け
枠
な

ど
、
必
ず
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
▼

清
掃
事
業
所

（�
〈　

〉３
０
５
３
）

７６

主な内容ところとき回

オリエンテーション市民会館講座室５月１０日�午後１
時３０分～３時３０分第１回

実践！分別講座市民会館講座室５月２４日�午後１
時３０分～４時第２回

ごみの受け入れ先見学市内ごみ処理施設
（現地集合）

６月６日�午後１
時３０分～４時第３回

再生工場見学リサイクル施設
（市役所西会館集合）

６月２３日�午後１
時３０分～４時第４回

話し方研修会・意見交
換会市民会館講座室７月５日�午後１

時３０分～４時第５回

分別ソムリエ認定試験市民会館講座室７月２６日�午後１
時３０分～３時３０分第６回

問い合わせ ▼エコネットあんじょう事務局（環境首都推進課内）

問
い
合
わ
せ
▼

エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ
う
事

務
局（
環
境
首
都
推
進
課
内
）

窒素燐除去型浄化槽窒素除去型浄化槽人　槽
５２万５０００円２５万５０００円５人槽
６９万円２８万５０００円６～７人槽
９６万円３４万５０００円８～１０人槽

１６６万５０００円６０万円１１人槽～

あ
な
た
も
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
り
ま
せ
ん
か

分
別
ソ
ム
リ
エ
養
成
講
座

雑
が
み
分
別

イ
ベ
ン
ト

地
球
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
を
応
援

浄
化
槽
の
設
置
に
補
助
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■
拠
点
施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト　

地

域
力
を
は
ぐ
く
む
健
康
と
学
び
の

拠
点

※
地
域
力
と
は
、
市
民
が
地
域
の

課
題
に
自
ら
取
り
組
む
力
。

■
整
備
方
針

①
市
民
一
人
ひ
と
り
の
生
涯
に
わ

た
る
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
た

め
の
拠
点

②
学
び
た
い
人
に
情
報
を
提
供
し
、

学
び
の
成
果
が
発
揮
で
き
、
市
民

の
多
様
な
交
流
が
生
ま
れ
る
拠
点

■
整
備
す
る
施
設　

「
健
康
づ
く

り
支
援
施
設
」「
図
書
館
」
を
核
に

民
間
施
設
、
広
場
を
含
む
複
合
施

設
で
す
。

●
健
康
づ
く
り
支
援
施
設

　

生
活
習
慣

病
予
防
の
た

め
の
運
動
や

食
生
活
の
改

善
な
ど
健
康

づ
く
り
の
支

援
と
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
行

政
な
ど
が
連
携
し
て
地
域
で
子
ど

も
の
成
長
を
支
え
て
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。

①
保
健
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
能

�
相
談
で
き
る
機
会
の
充
実
と
健

康
に
関
す
る
知
識
を
情
報
発
信
す

る
拠
点

�
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
と
協
働
で
健
康
づ
く
り

②
健
康
増
進
機
能

�
健
診
結
果
に
基
づ
い
た
指
導
と

改
善
に
よ
っ
て
健
康
づ
く
り
を
支

援③
子
育
て
総
合
支
援
機
能

�
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
の

集
約

�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
関

係
行
政
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
子

育
て
を
総
合
的
に
支
援

●
図
書
館

　

図
書
館
は
、

幅
広
い
世
代

の
人
々
が
数

多
く
利
用
し

て
い
る
公
共

施
設
で
あ
り
、

利
用
者
が
増

え
続
け
て
い

ま
す
。

　

利
用
者
の
交
流
や
情
報
発
信
が

ま
ち
の
活
性
化
や
に
ぎ
わ
い
に
寄

与
す
る
よ
う
、
図
書
館
を
設
置
し

ま
す
。

①
資
料
提
供
サ
ー
ビ
ス

�
図
書
資
料
、
視
聴
覚
資
料
な
ど

の
充
実

②
自
己
啓
発
支
援
サ
ー
ビ
ス

�
ビ
ジ
ネ
ス
、
資
格
取
得
な
ど
の

自
己
啓
発
に
取
り
組
む
市
民
や
グ

ル
ー
プ
が
学
習
す
る
場
を
充
実

�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
資
料

の
利
用
を
支
援

③
あ
ら
ゆ
る
人
の
読
書
を
支
援

�
高
齢
者
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
持
つ
市
民
、
在
住
外
国
人
の
利

便
性
向
上
を
図
る

④
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

用
�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
・
育
成

を
支
援

●
民
間
施
設
、
広
場

　

民
間
施
設
は
、「
健
康
づ
く
り
支

援
施
設
」、「
図
書
館
」
な
ど
の
公

共
施
設
と
相
乗
効
果
の
発
揮
で
き

る
施
設
や
生
活
利
便
性
の
向
上
が

期
待
で
き
る
施
設
を
検
討
し
ま
す
。

　

広
場
は
交
流
広
場
と
し
て
、
ま

た
災
害
時
の
一
時
避
難
地
な
ど
と

し
て
の
利
用
も
検
討
し
ま
す
。

■
整
備
運
営
手
法　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど

の
民
間
活
力
の
導
入
お
よ
び
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
参
加
を
積
極
的

に
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
自
転
車

や
あ
ん
く
る
バ
ス
な
ど
を
利
用
し

た
移
動
手
段
の
検
討
や
施
設
の
運

営
整
備
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点

か
ら
環
境
へ
の
負
荷
を
お
さ
え
る

取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

■
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル　

市
制　
６０

周
年
の
平
成　

年
度
工
事
着
手
を

２４

目
標
に
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
そ
の
他　

基
本
構
想
は
、
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

フ
ル
リ
ン
打�

　
第
２
回
演
奏
会�

フ
ル
リ
ン
打�

　
第
２
回
演
奏
会�

フ
ル
リ
ン
打�

　
第
２
回
演
奏
会�

市
民
公
募
文
化
事
業�

�

問
い
合
わ
せ
▼

南
明
治
整
備
課

�
�
��
�
�
�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



●
と
き　

５
月　

日�
午
後

１７

１
時（
開
演
）

●
と
こ
ろ　

文
化
セ
ン
タ
ー

マ
ツ
バ
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

学
生
券（
小
学

生
〜
高
校
生
）�

　

円
、
一

８００

般
券（
大
学
生
〜
一
般
） �

１

２
０
０
円
、
ペ
ア
券（
学
生

 
＋ 
一
般
）�

１
８
０
０
円

プ
ラ
ス※

未
就
学
児
も
入
場
で
き
ま

す
が
、
整
理
券
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

同
実
行
委

員
会
事
務
局（
平
林
／�
　
０９０

〈
３
２
５
０
〉１
１
０
８
）

地
域
力
を
は
ぐ
く
む
健
康
と
学
び
の
拠
点

中
心
市
街
地
拠
点
整
備
基
本
構
想
を
策
定
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木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
事
業

●
対
象　

昭
和　

年
５
月　

日
以

５６

３１

前
に
着
工
さ
れ
た
、
２
階
建
て
以

下
の
在
来
の
木
造
軸
組
構
法
ま
た

は
、
伝
統
構
法
住
宅

※
プ
レ
ハ
ブ
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

な
ど
の
特
殊
構
法
を
除
く
。

■
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助
事
業

●
対
象　

昭
和　

年
５
月　

日
以

５６

３１

前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
所
有

者
で
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人

●
対
象
工
事　

一
般
型�

無
料
耐

震
診
断
の
結
果
が　

未
満（�
愛

１.０

知
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
の
診
断

の
場
合
は　

点
未
満
）の
も
の
を

８０

判
定
値　

以
上（　

加
算
し
た
数

１.０

０.３

値
以
上
）と
す
る
耐
震
改
修
工
事

簡
易
型 �

無
料
耐
震
診
断
の
結
果

が　

未
満
の
も
の
を　

ポ
イ
ン
ト

１.０

０.１

以
上
判
定
値
を
上
げ
る
耐
震
改
修

工
事（
耐
震
上
有
効
な
も
の
に
限

る
）

●
補
助
金
額　

一
般
型�

　

万
円

６０

（
対
象
経
費
が　

万
円
を
下
回
る

６０

場
合
は
、
そ
の
金
額
）

簡
易
型�

対
象
経
費
の
２
分
の
１
、

上
限　

万
円

３０

※
改
修
工
事
の
着
手
前
に
補
助
金

交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
非
木
造
住
宅
耐
震
診
断
費
補
助

事
業

●
対
象　

昭
和　

年
５
月　

日
以

５６

３１

前
に
着
工
さ
れ
た
非
木
造
の
共
同

住
宅（
分
譲
の
み
）

●
補
助
内
容　

次
の
い
ず
れ
か
の

う
ち
一
番
低
い
額
を
補
助

�
実
際
の
耐
震
診
断
費
用
の
３
分

の
２
以
内

�
延
べ
面
積

に
よ
る
診
断

費
用
（
下
表

よ
り
算
定
）

の
３
分
の
２

以
内

�
１
住
戸
あ

た
り
の
限
度

広報あんじょう　2008.4.1�

１㎡あたりの
診断費用延べ面積

２０００円以内１０００㎡未満

１５００円以内１０００㎡以上
２０００㎡未満

１０００円以内２０００㎡以上

●
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

妊
産
婦
お
よ
び
乳
児（
満
１
歳
未

満
）

※
妊
婦
健
診
拡
大
７
回
分
と
産
婦

健
診
は
４
月
１
日
以
後
に
受
け
る

健
診
が
対
象
で
す
。

●
受
診
方
法
と
申
請
の
仕
方　

母

子
手
帳
交
付
時
に
お
渡
し
す
る
左

表
①
〜
④
の
受
診
票（
証
）と
申
請

書
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

①
③
④�

医
療
機
関
窓
口
へ
受
診

票
を
提
出
し
、
無
料
で
受
け
ら
れ

ま
す
。

※
県
外
・
助
産
院
で
①
③
④
を
使

用
す
る
と
き �

医
療
機
関
窓
口
で

健
診
料
を
支
払
い
、
健
診
結
果
報

告
書（
受
診
票
裏
面
）に
記
入
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
に
同
報

告
書
と
領
収
書
の
写
し
を
添
え
て

市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

②�

医
療
機
関
窓
口
で
健
診
料
を

支
払
い
、
受
診
証
に
必
要
事
項
の

証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。（
県
外
、

助
産
院
で
の
受
診
も
同
様
で
す
。）

申
請
書
に
②
と
領
収
書
の
写
し
を

添
え
て
同
セ
ン
タ
ー
へ

※
郵
送
で
の
申
請
も
可
。

■
既
に
母
子
手
帳
を
お
持
ち
の
人
へ
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問
い
合
わ
せ
▼

市
保
健
セ
ン
タ
ー

（�
〈　

〉１
１
３
３
）

７６

受診時期
受診票（証）の種類と

交付枚数
健診の種類と
助成回数

受診票（証）交付日～
出産日前日　※使用
の順番は問いません。

①受診票第１・２回
②受診証第１回～１２回
計４枚

妊婦健康診査
１４回

出産後２か月以内
③受診票
１枚

産婦健康診査
１回

第１回�生後１か月
第２回�生後６～１０
か月

④受診票第１・２回
各１枚

乳児健康診査
２回

額
５
万
円

※
補
助
金
交
付
申
請
前
に
事
前
相

談
が
必
要
で
す
。

■
非
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助

事
業

●
対
象　

昭
和　

年
５
月　

日
以

５６

３１

前
に
着
工
さ
れ
た
非
木
造
の
共
同

住
宅（
分
譲
の
み
）で
、
耐
震
診
断

の
結
果
、
地
震
に
対
し
て
「
安
全

な
構
造
」
で
な
い
と
判
断
さ
れ
た

も
の

●
補
助
内
容　

大
規
模
共
同
住
宅

（
３
階
以
上
で
延
床
面
積
１
０
０

０
㎡
以
上
）�

実
際
の
耐
震
改
修

工
事
費
用（
１
㎡
あ
た
り
の
工
事

費
用
４
万
７
３
０
０
円
を
上
限
）

の　

％
の
３
分
の
２
以
内
で
、
住

２３
戸
１
戸
あ
た
り　

万
円
を
限
度

５０

小
規
模
共
同
住
宅（
大
規
模
共
同

住
宅
以
外
）�

実
際
の
耐
震
改
修

工
事
費
用（
１
㎡
あ
た
り
の
工
事

費
用
３
万
２
６
０
０
円
を
上
限
）

の　

％
の
３
分
の
２
以
内
で
、
住

２３
戸
１
戸
あ
た
り　

万
円
を
限
度

３０

※
補
助
金
交
付
申
請
前
に
事
業
計

画
の
承
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。問

い
合
わ
せ
▼
建
築
課

住
宅
の
耐
震
診
断
費
・
耐
震
改
修
費
の
一
部
を
補
助

妊
婦
健
診
７
回
・
産
婦
健
診
１
回
を

拡
大
助
成（
乳
児
健
診
は
現
行
ど
お
り
）



ふ
れ
あ
い
補
償
制
度
を�

　
ご
利
用
く
だ
さ
い�

ふ
れ
あ
い
補
償
制
度
を�

　
ご
利
用
く
だ
さ
い�

ふ
れ
あ
い
補
償
制
度
を�

　
ご
利
用
く
だ
さ
い�

対象と思われる人で、まだ手当を受けていない人は、各担当窓口で相談のうえ、お早めに申請してください。
※所得制限があります。
※下記は３月１５日現在の内容です。今後、手当額などが変更される場合があります。

問い合わせ手当額（月額）対　　象手当名

子ども課

３歳未満 ▼１人あたり�１
万円　３歳以上 ▼１・２人
目�５０００円　３人目以降�
１万円

小学校修了前の児童を養育している人
※申請の翌月分から、支給資格の消滅した月分まで支給。

児童手当

社会福祉課

１人目�４万１７２０円
２人目�５０００円加算
３人目以降�１人増すごと
に３０００円加算
（所得により減額あり）

父のいない１８歳以下（１８歳に達した日の属する年度の末日まで）の児
童および父のいない２０歳未満の中度・重度の心身障害児の母、また
は母にかわってその児童を養育している人
※父が重度の障害の場合も対象になります。

児童扶養
手当

市遺児手当�２５００円、県遺
児手当�４５００円（１～３年
目�４５００円・４～５年目�
２２５０円・６年目～支給停止）

父か母、または両親のいない１８歳以下（１８歳に達した日の属する年
度の末日まで）の児童を監護養育している人
※親の一方が重度の障害の場合も対象になります。

市・県
遺児手当

障害福祉課

１級�５万０７５０円
２級�３万３８００円

療育手帳Ａ・Ｂ判定の知的障害、または身体障害者手帳１・２・３
級と４級の一部の身体障害のある２０歳未満の児童を養育している人

特別児童
扶養手当

２万６４４０円
（県制度の加算あり）

２０歳以上で重度の障害があるため、日常生活で常に特別な介護を必
要とする人（障害の程度は次の①～④のいずれか）
①身体障害２級（一部を除く）以上の障害が重複してある場合
②身体障害２級（一部を除く）以上の障害と知的障害ＩＱ２０以下の合
併の場合
③身体障害２級（一部を除く）以上の障害、または知的障害ＩＱ２０以
下で、ほかに３級相当の障害が２つ以上ある場合
④身体障害２級（一部を除く）以上の障害、または知的障害ＩＱ２０以
下か同程度の障害、病状があり、日常生活でほぼ全面介助を必要と
する場合
※施設入所者、長期入院は対象になりません。

特別
障害者
手当

１万４３８０円
（県制度の加算あり）

２０歳未満で重度の障害があるため、日常生活で常に介護が必要な児
童（障害の程度は次の①～④のいずれか）
①１級の身体障害児
②２級の身体障害児の一部（常に介護を必要とする場合）
③ＩＱ２０以下の知的障害児
④前記と同程度の障害、または病状で常に介護が必要な場合
※障害を事由とした年金受給者、施設入所者は対象になりません。

障害児
福祉手当

１・２級でＩＱ３５以下の人
�１万６１００円
そのほかの人�７０００円

１・２級の身体障害者、ＩＱ３５以下の知的障害者、３級の身体障害
者でＩＱ５０以下の人
※特別障害者手当、障害児福祉手当、経過的福祉手当の受給者、介
護保険による療養型入院・施設入所者は対象になりません。

在宅重度
障害者
手当

障害の等級により２０００円～
６０００円

身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳を所持してい
る人

障害者
扶助料

●
対
象　

市
内
に
活
動
の
拠
点

を
置
く
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

※
対
価
を
得
る
活
動
な
ど
は
対

象
外
で
す
。

●
対
象
と
な
る
活
動

①
防
火
・
防
犯
・
防
災
・
清
掃

活
動
、
資
源
ご
み
回
収
、
交
通

安
全
活
動
、
町
内
会
運
動
会
、

盆
踊
り
な
ど　

②
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
文
化
サ

ー
ク
ル
活
動
な
ど　

③
子
ど
も

会
、
ボ
ー
イ
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
の

指
導
育
成
活
動
、
非
行
防
止
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど　

④
社
会
福
祉

施
設
援
護
活
動
、
在
宅
老
人
・

心
身
障
害
者
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

な
ど　

⑤
市
主
催
事
業
の
公
民

館
講
座
・
ま
つ
り
、
ス
ポ
ー
ツ

教
室
、
防
災
訓
練
な
ど

●
内
容　

①
賠
償
責
任
保
険

（
主
催
者
や
指
導
者
が
法
律
上

の
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
た
場
合
）

▼
事
故
１
件
に
つ
き
最
高
５
億

円　

②
傷
害
保
険（
指
導
者
や

参
加
者
が
傷
害
を
受
け
た
場
合

で
脳
・
心
臓
病
疾
患
な
ど
を
除

く
）▼
死
亡�

　

万
円　

入
院

３００

�

１
日
２
０
０
０
円　

通
院�

１
日
１
０
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ　

財
政
課
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該当する人はお早めに申請を
児童・母子・障害者に関する手当の支給制度
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●
実
施
日　

個
人�
５
月　

日�
２２

団
体�
５
月　

日�
・　

日�
、

２７

２９

６
月
４
日�
・
６
日�

●
見
学
施
設　

個
人�
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
、
わ
く
わ
く
セ
ン
タ
ー
、

北
部
調
理
場
、
桜
井
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
桜
井
小
学
校
、
丈
山
苑
な
ど

※
見
学
施
設
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
市
役
所
西
会
館
集
合
・
解
散
。

団
体�
出
発
場
所
や
希
望
施
設
を

そ
れ
ぞ
れ
お
聞
き
し
ま
す
。

●
定
員　

各　

人（
個
人
コ
ー
ス

２５

に
つ
い
て
は
申
し
込
み
が　

人
以

１０

下
の
場
合
は
中
止
）

※
乳
幼
児
の
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

●
参
加
費　

個
人�
　

円（
給
食

２１５

試
食
代
）の
ほ
か
施
設
入
場
料　

団
体�
見
学
施
設
な
ど
に
よ
っ
て

入
場
料
が
必
要
で
す
。

●
申
し
込
み　

個
人�
４
月
７
日

�
〜　

日�
午
前
９
時
〜
午
後
５

１１

時　

分
に
電
話
で
秘
書
課
広
報
広

１５
聴
係
へ（
先
着
順
）

団
体�
は
が
き
に
希
望
日（
第
１

希
望
・
第
２
希
望
）、団
体
名
、
代

表
者
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、

見
学
希
望
施
設
名
を
記
入
し
、
４

月　

日�
（
必
着
）ま
で
に
同
係

１１

（
〒　�
８
５
０
１
安
城
市
桜
町　

４４６

１８

�
　

）へ
２３※

希
望
日
が
重
な
っ
た
場
合
は
抽

せ
ん
し
、
結
果
は
電
話
で
連
絡
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼

秘
書
課
広
報
広
聴
係

　

今
か
ら
五
年
ほ
ど
前
、
市
議

会
議
長
と
し
て
出
席
し
た
篠
目

中
学
校
開
校
二
十
周
年
の
記
念

式
典
で
、
彼
の
名
前
は
聞
い
て

い
た
。
不
世
出
の
天
才
で
、
将

来
必
ず
世
界
的
な
ピ
ア
ニ
ス
ト

に
な
る
だ
ろ
う
と
、
校
長
先
生

ら
が
誇
ら
し
げ
に
お
話
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
。

　

月
日
が
流
れ
、
彼
の
名
前
を

忘
れ
か
け
て
い
た
昨
秋
、
新
聞

記
事
か
ら
記
憶
は
よ
み
が
え
っ

た
。『
若
手
演
奏
家
の
登
竜
門
ロ

ン
・
テ
ィ
ボ
ー
国
際
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
の
ピ
ア
ノ
部
門
最
終
選

考
会
が
パ
リ
で
開
か
れ
、
愛
知

県
安
城
市
出
身
の
田
村 
響 
さ
ん

ひ
び
き

（
二
〇
）が
優
勝
し
た
―
』
あ
れ
か

ら
五
年
間
、
日
々
練
習
と 
研 
さ
け
ん

ん
を
積
ま
れ
、
彼
は
つ
い
に
国

際
的
な
評
価
を
得
ら
れ
る
ま
で

に
成
長
さ
れ
た
の
だ
。

　

機
会
に
恵

ま
れ
、
受
賞

後
の
彼
の
ピ

ア
ノ
演
奏
を

拝
聴
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

ぜ
ひ
市
を
挙

げ
て
彼
の
受

賞
を
お
祝
い

申
し
上
げ
、

市
民
の
皆
さ

ん
に
も
彼
の

生
の
演
奏
を

お
聴
き
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
衝
動
に
駆
ら

れ
た
。

　

一
年
間
の
世
相
を
漢
字
で
表

す
と「
偽
」に
象
徴
さ
れ
る
情
け

な
い
時
代
で
あ
る
。
私
た
ち
大

人
は
、
未
来
を
担
う
若
者
た
ち

に
、
ど
ん
な
形
で
希
望
を
示
し

て
あ
げ
ら
れ
る
の

だ
ろ
う
。
日
々
、

自
問
自
答
を
続
け

て
い
る
の
だ
が
、

そ
の
一
つ
の
回
答

が
田
村
さ
ん
へ
の

市
民
栄
誉
賞
授
与

で
あ
り
、
故
郷
安

城
で
の
ピ
ア
ノ
リ

サ
イ
タ
ル
開
催
に

な
っ
た
。

　

今
年
の
五
月
三
日
に
彼
の
ピ

ア
ノ
演
奏
を
聴
き
た
い
方
々
の

数
は
、
我
々
の
予
想
を
は
る
か

に
上
回
り
、
抽
せ
ん
に
よ
る
入

場
制
限
を
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
心
苦
し

い
。
多
く
の
市
民
が
も
っ
と
聴

き
た
い
と
切
望
さ
れ
続
け
る
の

な
ら
、
私
た
ち
は
再
び
の
演
奏

会
を
、
彼
に
お
願
い
せ
ね
ば
な

ら
な
く
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

彼
の
演
奏
が
故
郷
を
始
め
、

世
界
の
人
々
の
心
に
響
く
こ
と

を
願
う
。
お
め
で
と
う
、
田
村

響
さ
ん
。
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市
の
施
設
へ
行
っ
て
み
よ
う
！

「
施
設
め
ぐ
り
」
参
加
者
募
集

写真提供写真提供：：社団法人全日本ピアノ指導社団法人全日本ピアノ指導
者会者会（ピティ（ピティナ）ナ）

１月８日：田村響さんが市長表敬１月８日：田村響さんが市長表敬
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国際親善空手道連盟　空手道　心空会

　エスビー食品�が毎年、全国各
地で開催している「Ｓ＆Ｂちびっ
子健康マラソン大会」。昨年１０月に
行われた名古屋大会の小学１年生
の部門（１．５�）で、松下空くんは
２位に３８秒差という破格のタイム
で優勝しました。しかも、この記
録は、２００７年度の同大会の全国ト
ップにもなっています（１２月末現
在）。
　この快足の秘密は？まず、空く
ん本人に聞いてみました。

空くん「トレーニングしたからだ
よ」
　一日６�くらいの距離を毎週３
回、父親の 孔 さんと一緒に走って

あきら

いるそうです。将来の夢はマラソ
ン選手に？
空くん「ボクサーになりたいです」
　孔さんによれば「本当はプロ野
球選手になってもらいたくて、ト
レーニングを始めたんですよ。で
も、あるとき、空から『プロ野球
選手って強いの？』と聞かれて、
強いというイメージとは違うかな
と答えたら、ボクサーがいいと言
い始めて…」。
　今の練習の目的は、将来ボクサ
ーをめざすための準備。でも、ど
んどん足が速くなって、今では父
親でも追いつけないほどの速さに。
「とにかく負けずぎらいなんです。
マラソンの大会でも、伴走者を追
い抜こうとしたくらい。前に人が
いるのが嫌だと言っています」と

語る孔さん。
　以前出場した大会で、準優勝だ
ったときのことをとても悔しがっ
ていた空くん。常にトップをめざ
す気持ちがトレーニングを続ける
原動力になっているようです。

快足小学生現る！
三河安城小学校２年 　　松下 空 くん

そら

　わたしたちはフルコンタク
ト（直接打撃制）をベースにし
た空手団体です。空手を通じ
て何事にも負けない精神的・
肉体的に強い子どもを育成し、
決してお金では買えない喜び
を実感してもらうことを目指
しています。みんなが助け合
って 稽  古 に励んでいます。ぜ

けい こ

ひ一度見学に来てください。

人の痛みを知り、礼儀正しい子どもを育成！

■時 毎週水・木・金曜日午後６時～８時　■場 中部公民館または市体
育館　■￥ 月額３０００円（家族２人目１０００円、３人目無料）　
■問 下平智彦さん（�０９０〈８５４３〉６７７１）　■他 午後８時～９時にカラテ
エクササイズの部もあります。
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市民伝言板は、サークル会員の募集やイベント情報を掲載するコーナー
です。皆さんからの投稿をお待ちしています。
注意事項 ▼①営利目的や政治活動、宗教関係のもの　②特定の人や団体
のみを対象としたもの　③公序良俗に反するなど、行政広報の公共性、
公益性を損なう恐れがあるものは、掲載できません。　
その他、申し込み方法など詳しくは、秘書課広報広聴係まで。

丈山苑　詩吟　観桜会

　流派、吟歴を問わず気軽に参
加できる詩吟の集いです。
■時 ４月６日�午後１時～４時　
■場 丈山苑　■￥ 参加者は入場・抹
茶無料　■問 西三河岳風会・安城支
部／都築みちさん（�〈９９〉０６０９）

わんぱく相撲　安城場所

　市内の小学生を対象に、相撲
大会を行います。
■時 ５月１８日�午前９時３０分～正
午　■場 市体育館　■申 ４月１４日�
から申し込み開始　■問 �安城青
年会議所（�〈７７〉２２２４）

デンソーＥＣＯレンジャー２１

　自然を体感できる環境教育
■時 ５月～１１月　■場 安城・刈谷ほ
か　■対 小学４～６年生　■問 同事
務局（�〈２５〉８９２９／ http://
www.denso.co.jp/SOCIAL）
■他 １～３日の全６コースあり

第四回　美笑会と合同書展

　「ふるさとの心」をテーマに、
大人６５点、学童５０点を展示。
■時 ４月１１日�～１３日�午前９時
～午後４時３０分（１３日は午後４
時まで）　■場 文化センター　
■問 笠原喜美江さん（�〈９２〉３０３２）

第十一回昭林寄席

　笑う門には福来たる。
■時 ４月１９日�午後２時～４時　
■場 昭林公民館ホール　■対 小学生
以上　■問 清水雅男さん（�〈９２〉
２５７０）

大人のギター（女性）

　好きな曲をマスターします。
初心者、中高年の人歓迎。
■時 月２回木曜日午後７時～８時
３０分　■場 作野公民館　■￥ 月額
５００円程度　■問 杉浦美奈子さん
（�〈９８〉２７０８）　

フォークダンスポラリス

　みんなで世界の民謡を楽しく
踊りましょう。年齢問わず。
■時 毎週木曜日午後１時３０分～３
時３０分　■場 中部公民館　■￥ 月額
１５００円　■問 榊原光子さん（�
〈９８〉６６４０）

みんなで水源の森を守ろう！

■時 ①５月１７日�～１８日�　②５
月２４日�～２５日�　■場 豊田市有
林　■対 小学生以上（小学生は父
兄同伴）　■￥ 各６０００円（小学生は
５０００円）　■問 �オイスカ愛知県
支部（�０５６５〈４２〉１１０１）　

第９回日本画游の会展

　風景・人物・静物などの日本
画小品から５０号大を展示します。
■時 ４月１７日�～２０日�午前９時
～午後５時（２０日は午後４時ま
で）　■場 市民ギャラリー　
■問 成田満喜子さん（�〈７６〉８７２４）

アフリカへ毛布を送る運動

　アフリカの人たちにぬくもり
と喜び、そして生きる勇気をも
たらす毛布を送りませんか。
■時 ５月１８日�午前１０時～午後３
時　■場 ユニーサンテラス安城　
■問 徳田憲昭さん（�〈７６〉５６９２）

篠目桜・ほたる同好会総会

　総会終了後ホタル幼虫放流式
に引き続き桜観賞会を行います。
■時 ４月６日�午前１０時～午後１
時　■場 水の駅（篠目町地内）　
■問 野村利春さん（�〈７６〉２２２９）　
■他 入会希望者１口１０００円

安城パステル画会合同展

　市内６グループの合同作品展。
■時 ４月１８日�～２０日�午前９時
～午後５時（１８日は午後１時か
ら、２０日は午後４時まで）　
■場 市民ギャラリー　■問 杉浦定男
さん（�〈７６〉５４６７）
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　学校を紹介するスクールナビ。
第１回は、安城農林高校です。
明治３４年に開校した同校には、
旺盛な開拓者魂と勤労を旨とす
る実学の精神が脈々と息づいて
います。県内の農業高校の中で
は最多の６学科があり、愛知県
の代表的な農業高校といえます。
　今回は、同校の特色でもある
「地域に貢献する取り組み」に

ついて紹介します。
　まずは、子ども
たちを対象とした
「動物ふれあい教
室」。市のイベント
や小学校へ飼育し
ている動物たちを
連れていき、子ど
もたちに動物とふ
れあう機会を提供
しています。先月

は、新田小学校で教室がありま
したが、子どもたちは笑顔いっ
ぱい楽しんでいました（３１ペー
ジにも写真があります）。そのほ
かにも小学生向けの田植え体験
教室を開催しています。
　また地域住民に向けた催し
「安農マーケット」もあります。
ここでは、生徒たちが手塩にか
けて育てた農産物や畜産物、さ

らに手作り
木工品を販
売していま
す。ときに
は、販売開

始の２時間前から長蛇の列がで
きることも。安心で新鮮な食材
をお求めの人には必見です。
　安城農林高校は、優秀な農業
の後継者を育成するとともに、
活動を通して、多くの人に「食
の大切さ」を考えてもらう機会
を提供し続けています。

倍仲麻呂の逸話も残っています。
そして、現在も京都市・奈良市と
友好都市の関係にあります。
　今、西安は、ハイテク産業の基
地として発展しています。経済社
会と歴史文化が構成する街。それ
がわたしの故郷です。皆さん西安
に遊びに来てください。

高　騏さん（横山町）

離れてしばらくした今、初めて
「西安」という街の特徴が分かっ
てきたのです。
　西安を一言で言えば「古都」。あ
ちこちに遺跡があり、世界中の観
光客が集まってくる、観光資源に
恵まれた街です。３０００年の歴史を
持つこの街は、かつて周、秦、漢、
唐などの１３の王朝が都を置いてい
ました。その歴史の
長さから西安はまさ
に「天然の歴史博物
館」といえます。文
化財の種類、数量、
質は、中国一です。
また、有名なシルク
ロードもここを起点
にしています。古く
から日本とのかかわ
りも深く、中国に骨
を埋めた遣唐使・阿

ことがなかったので、今まで故郷
というものをはっきりと意識した
ことはありませんでした。２年前
に安城へ引っ越してきて、故郷を
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職とずっと西安
で過ごしてきま
した。７年前に
日本に来るまで、

　わたしの故郷は、
中国の西安です。
小学校、中学校、
大学、そして就

ほかの所に住んだ

書書院院門門西西安安市市内内のの風風景景

動動物物ふふれれああいい教教室室

ママーーケケッットト情情報報掲掲載載
（（正正門門前前掲掲示示板板））

春春ににはは桜桜がが楽楽ししめめまますす

　安城市内の町を巡る町内探検隊。
第１回目の今回は、市北東部に位
置する柿　町を探検しました。
　まず、柿　町でわたしたちが目
にしたのは、道に囲まれた不思議
な塚。片隅には、お地蔵さんが 祀 

まつ

られた 祠 もあります。これは、一
ほこら

体何なのでしょうか。
　近所の人に話を聞いてみました。

「地元では、
この塚の名前
を平塚と呼ん
でいますが、
いつからどう
いう理由で存
在しているの
か、詳しいことはわかりません。
でも、昔から大事にしないといけ

ないと言われてきたの
で、今でも地元で草を
刈るなどして手入れを
しているんですよ。」
　祠の中にあるお地蔵
さんの一つは、田んぼ
の中から出てきたもの
など、エピソードには
こと欠かないこの場所。
さらに、調査を進める
べく、町内会長にも話
を聞きました。

「実は、町内会にも詳しい記録が
見当たらないんですよ。あの塚は、
昔、もう少し広くて、上に土俵を
作って相撲をとっていたこともあ
るんですけれどね」
　残念ながら詳しいことは分から
ずじまいでしたが、最後にもう一
つ見所を教えてもらいました。
　地元で「ヤキアゲ」と呼んでい
る水場です。こんこんと水がわい
てきます。この水は、飲んでもよ
さそうなほどきれいに透き通って
いますが、飲料とするのはやめて
おいた方がいいとのことでした。

広報あんじょう　2008.4.1�

「わたしの望遠郷」「元気っ子アルバム」コーナーでは、皆さんからの投稿をお待ちしています。
わたしの望遠郷 ▼皆さんの出身地を紹介　元気っ子アルバム ▼皆さんのお子さんを紹介
申し込み方法など詳しくは、電話で秘書課広報広聴係へ。

今月の舞台　柿　町

　はじめまして、はるとです。
３月で１歳になりました。４月
からは保育園デビュー。たくさ
んお友達ができるといいなあ。
お父さん： 伸 也   さん

しん や

お母さん： 幸 保   さん　　（里町）
さち ほ

松
岡 
陽 
翔
   

く
ん（
１
歳
）

は
る 

と

　こんにちは、ゆうきです�ぼ
くのアイドルはアンパンマンで
す。そして、パパとママのアイ
ドルは…ぼくです。えへっ�
お父さん： 裕 也   さん

ゆう や

お母さん： 陽 子   さん　　（緑町）
よう こ

山
中 
悠 
暉
   

く
ん（
１
歳
）

ゆ
う 

き

　いろんな所によじ登っては、
パパやママを驚かせているんだ。
たまに失敗もあるけどね（笑）大
好きなおひなさまと一緒�
お父さん：聡   さん

さとし

お母さん：さわのさん（高木町）

加
藤 
桃 
亜
   

ち
ゃ
ん（
１
歳
）

も
も 

あ

県県道道にに面面ししたた「「平平塚塚」」。。四四方方がが道道路路にに囲囲ままれれてていいるる。。

話話ををおお聞聞ききししたた
柴柴田田仁仁（（ひひととしし））ささんん

地地元元でではは洗洗いい場場ととししてて使使わわれれてていいるる
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さて問題です。不乗森神社で行われる湯立神事は、市の○○民俗文化財である。�
○の中に入る文字は何でしょうか？�

1

2

3

のらずのもり� ゆ だて�

�広報あんじょう　2008.4.1

　「夢はクレープ屋。一番おいしいのは母さんに食べ
させてあげるね」。みんな夢に向かってがんばれ！

■日 ２月２２日　■場 明和小学校

③２分の１成人式

　デンマーク大使の一家による本格料理教室。おいし
い料理で国際交流が進みました。

■日 ３月１日　■場 デンパーク

①デンマーク料理教室

　びっくり、天ぷら油でメルヘン号が走っちゃった�
環境に優しい乗り物に生まれ変わりました。

■日 ３月１日　■場 デンパーク

⑥「メルヘン号」がエコカーに変身

　五穀豊穣・無病息災を祈願。江戸時代中期から続く
伝統行事です。

■日 ３月９日　■場 不乗森神社

④湯立神事

　安城農林高校の生徒と動物たちが来校。児童たちは、
動物とふれあい大騒ぎ。お兄さん、お姉さんありがとう。

■日 ３月１１日　■場 新田小学校

⑤動物ふれあい教室

　「今生きている生物が、来年も５年、１０年、１００年後も、
相変わらず機嫌良く生きていられる環境であってほしい」

■日 ２月２３日　■場 文化センター

②環境講演会　講師：柳生　博

クイズの正解者の中から抽せんで５人に、広報あんじょうＣＤを差し上げます。�
クイズの答え・住所・氏名をはがきまたはＥメール(表題を「フォトでクイズ回答」としてください)に記載し、�
４月21日　までに秘書課広報広聴係へ。（送付先詳細は裏表紙下に記載しています）�
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⑤動物ふれあい教室

　「今生きている生物が、来年も５年、１０年、１００年後も、
相変わらず機嫌良く生きていられる環境であってほしい」

■日 ２月２３日　■場 文化センター

②環境講演会　講師：柳生　博

クイズの正解者の中から抽せんで５人に、広報あんじょうＣＤを差し上げます。�
クイズの答え・住所・氏名をはがきまたはＥメール(表題を「フォトでクイズ回答」としてください)に記載し、�
４月21日　までに秘書課広報広聴係へ。（送付先詳細は裏表紙下に記載しています）�

4

5

4

6

6
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　いずれの講座も３か月間・全６回コ
ースです。受講する人にもれなく、デ
ンパーク入園パスポート（８月末期限）
を差し上げます。
� 同クラブハウス
� ４月５日�午前９時３０分から電話
で同クラブハウス（�〈９２〉７１１２）へ
� 都合により講座日が変更になる場
合があります。  
※参加費と材料費は６回分です。なお、
材料費は目安の金額で、多少変更する
場合があります。
※アートフラワー講座以外は、材料費
を開催日ごとに納入。
押し花　　　　　　　　　　　　　　
� ５月８日�・１５日�、６月５日�・
１９日�、７月３日�・１７日�午前１０時
� 押し花の作り方と、その花を使っ
ての色紙、クリアホルダー、額作りな
ど
� 長谷川はる子氏
� ３０人（先着順）
� 参加費�５０００円　材料費�１万円
花のあるくらし香りのあるくらし＆ア
ロマテラピー
� ５月１７日�・３１日�、６月７日�・
２１日�、７月５日�・１９日�午前１０時
� ハーブの知識・アロマテラピーを
学び花や香りで暮らしをリフレッシュ
� 内藤 満  里  子 氏

ま り こ

� ３０人（先着順）
� 参加費�５０００円　材料費�６０００円
アートフラワー　　　　　　　　　　
� ５月７日�・２１日�、６月４日�・
１８日�、７月２日�・１６日�午前１０時
①はじめてのアートフラワー　②はじ
めてのフラワー盆栽　③アートフラワ
ーコース
� 布を素材に、四季折々の花を染色
とコテの技法を使い創作。３コースか
ら選べます。
� 青木 元  子 氏

もと こ

� 各１０人（先着順）
� 参加費�各５０００円　材料費�①
５０００円　②５０００円　③６０００円 
フラワーアレンジメント　　　　　　
� ５月８日�・２２日�、６月１２日�・
２６日�、７月１０日�・２４日�午後１時
� 花と遊ぶ…新しい花の 挿 し方を学

さ

んであなたのセンスをさらに磨きまし
ょう。心豊かに楽しく…
� 山口 秋  子 氏

あき こ

� ３０人（先着順）
� 参加費�５０００円　材料費�１万
２０００円

場
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� � マーメイドパレス（�〈９２〉７３５１）
水中講座プログラム　　　　　　　　
� 施設利用料が必要です。
� ４月４日�午前１０時からマーメイ
ドパレス（�〈９２〉７３５１）へ
� 先着１０人まで託児あり（無料）
①初級水泳「バタ足から始めましょう」
� ４月１６日�午前１１時～正午
� １８歳以上
� ２０人（先着順）
②レッツスイム！水泳指導会
� ４月２３日�午前１１時～正午
� １８歳以上
� ２０人（先着順）
③体験アクアビクス
� ４月３０日�午前１１時～正午
� １８歳以上
� ３０人（先着順）
トレジムへ行きマッスル？　　　　　
� ４月１５日�・１７日�・１９日�・２３
日�・２５日�・２７日�・２９日�①午前
１０時３０分　②午後７時
� 期間中にトレーニングジム初回講
習会を受けた人、各５０人（先着順）にマ
ーメイドパレスオリジナルシューズ袋
をプレゼント
� 各１０人（先着順）
� 高校生以上
� 随時受け付け。定員になり次第終
了。
入学おめでとう企画「広げよう友情の
輪投げ」
� ４月５日�・６日�
� 新１年生の子どもに輪投げに挑戦
してもらい、高得点が入った子から各
５０人（先着順）にマーメイドちゃんグッ
ズをプレゼント
� 今年４月に小学校へ入学する子ども
� 子どもの年齢が確認できる物
施設利用料還元フェア　　　　　　　
� ４月１日�～４月１３日�
� 期間中、施設利用者に抽せんで無
料招待券をプレゼント。
ライオン君とジャンケン大会　　　　
� ４月６日�①午前１１時　②午後２時
� 造波プールでライオン君とジャン
ケンをして、勝てば景品をプレゼント

　３月５日に天井材の一部落下があり、
補修工事のためプールを臨時休館させ
ていただきました。工事期間中は、利
用者の皆さまに大変ご迷惑をおかけし
て申し訳ありませんでした。
� マーメイドパレス（�〈９２〉７３５１）
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� 市スポーツセンター
� 運動に適した服装、タオル、室内
シューズ、飲み物（ペットボトル）
� ４月４日�～開催日前日の午前９
時～午後８時（休館日を除く）に市スポ
ーツセンター（�〈７５〉３５４５）へ
体力測定会（一般向け）　　　　　　　
� ５月３日�午前１０時～正午
� 体力測定を６種目行い、体力年齢
を算出
� １８～６４歳
� ２０人程度（先着順）
体力しらべ会（高齢者向け）　　　　　
� ５月８日�午前１０時～正午
� 高齢者向けの体力測定を６種目行
い、体力年齢を算出
� ６５～７９歳（運動制限のない人）
� ２０人程度（先着順）
★美★シェイプアップ教室　　　　　
� ５月７日�・１４日�・２１日�・２８
日�午後１時３０分～２時３０分（全４回）
� バランスボールなどを使って、イ
ンナーマッスルや有酸素運動
� １８歳以上の女性
� １０人程度（先着順）
� 施設利用料が必要です。

� 安城市、碧南市、刈谷市、知立市、
高浜市に在住、在勤の人（団体申し込
み希望は、安城消防署（�〈７５〉２４９４）へ）
� 衣浦東部広域連合消防局消防課（�
〈６３〉０１３５）
普通救命講習会Ⅰ　　　　　　　　　
� ４月１８日�午前９時～正午
� 刈谷消防署
� 心肺 蘇  生 法、ＡＥＤの使用法など

そ せい

� ２０人（先着順）
� ４月５日�午前９時から刈谷消防
署（�〈２３〉１２９９）へ
小児・乳児応急手当講習会　　　　　
� ４月１９日�午前９時～１１時
� 安城消防署
� 小児・乳児の心肺 蘇  生 法など

そ せい

� １５人（先着順）
� ４月５日�午前９時から安城消防
署（�〈７５〉２４９４）へ

　新入団員の任命と宣誓を行います。
地域消防への使命を持って入団する雄
姿をぜひご覧ください。
� ４月６日�午前９時
� 安城消防署訓練場
� 防災課
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マーメイドパレスの
催し・講座

▼
▼

マーメイドパレスからのお詫び ▼

スポーツセンターの
催し・講座

▼
▼

救命講習会 ▼

平成２０年度消防団入団宣誓式 ▼

デンパーククラブハウスの
花の講座

▼
▼



� � 安祥閣（�〈７４〉３３３３）
着付け教室　　　　　　　　　　　　
� ４月８日�・１５日�・２２日�、５
月１３日�・２０日�・２７日�、６月３日
�・１０日�・１７日�午前９時３０分～１１
時３０分（全９回）
� 初心者　
� ５００円（１回）
六段をひく会　　　　　　　　　　　
� 毎月第４水曜日午前９時３０分～正
午　※初回は４月２３日�。
� 琴曲「六段」
を練習して発
表会を行いま
す。
� 琴の経験が
少しある人　
� １５人（先着順）
� １０００円（１回）
� ４月１０日�午前１０時から安祥閣（�
〈７４〉３３３３）へ

� ５月８日�・９日�・１２日�・１３
日�午前６時～７時３０分（雨天中止）
� 総合運動公園野球場
� 市内の商店・企業・クラブ単位で
編成したチーム
� 保険料１チーム１０００円
� ４月５日�～１８日�午前９時～午
後５時（月曜日を除く）に、申込書と保
険料を持って市体育館（�〈７５〉３５３５）へ
※申込書は同館で配布。
� ４月１９日�午後７時から市体育館
第１会議室で抽せん会を行います。代
表者は必ず出席してください。

場 問
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� ４月５日�・６日�
� 丈山苑
� 開苑時間を午後７時まで延長（入苑
は午後６時３０分まで）。しだれ桜が見ご
ろです。暮れなずむ春の宵をお楽しみ
ください。
� 入苑料１００円（中学生以下無料）
� 丈山苑（�〈９２〉７７８０）

� ４月１３日�午前９時～正午
� リサイクルプラザ
� 清掃事業所（�〈７６〉３０５３）、当日の問
い合わせ（�０９０〈９８９２〉２９３３）

時
場
内

￥
問

時
場
問
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� ５月１４日�午前９時３０分～午後１
時（受け付け午前９時１５分～）
� 市保健センター
� 栄養バランスのとれた食事、貧血
予防食を学ぶ講義と調理実習　献立 ▼

発芽玄米ごはん、 鮪 味付け缶入り玉子
まぐろ

焼き、あさり入ひじきの 旨  煮 、ほうれ
うま に

ん草のナムル
� 妊婦（出生予定月７月～１１月）の人
※パパの参加も可。
� ２４人（先着順）　
� ４００円
� 母子健康手帳、エプロンまたはか
っぽう着、手ふきタオル、筆記用具、
みそ汁１００㏄（塩分濃度測定希望者のみ）
� ４月７日�～５月７日�午前８時
３０分～午後５時１５分（���を除く）に
市保健センター（�〈７６〉１１３３）へ

　子どもは体を動かすことが大好き。
ママも一緒に日ごろの運動不足を解消
してみませんか？
� ４月２１日�午前１０時～１１時３０分
� さくら保育園
� 親子で楽しもう！キッドビクス
�  元  田  久  美  子 氏

もと だ く み こ

� 乳幼児とその保護者
� ４０組（先着順）
� はだし・運動のできる服装　※ジ
ーパン、スカートは不可。
� ４月７日�午前９時から電話で市
子育て支援センター（錦保育園内／�
〈７３〉６３３６）へ

時

場
内

対

定
￥
持

申

時
場
内
講
対
定 
持

申

�期間・日時
�場所
�内容
�講師・指導
�対象・資格
�定員・募集人数

時
場
内
講
対
定

�費用・受講料など
�持ち物
�申し込み方法など
�問い合わせ先
�その他

￥
持
申
問
他

なお、�どなたでも、�特になし、
� 無料の場合は記載を省略してい
ます。

対 定
￥

丈山苑　週末宵開苑 ▼

今月の再生家具等入札販売 ▼

安祥閣の講座 ▼

早朝野球大会 ▼

マタニティクッキング ▼

子育て支援センター
親子遊び講習会

▼
▼

デンパーク

本券１枚で２人まで
１回限り入園できます

◆有効期限◆
平成２０年９月２９日�

安 城 産 業 文 化 公 園

市民特別入園券

デンパーク

本券１枚で２人まで
１回限り入園できます

◆有効期限◆
平成２０年９月２９日�

安 城 産 業 文 化 公 園

市民特別入園券
　１枚で市民２人まで入園できる市民特別入園券を掲載し
ます。期限までにぜひご利用ください。
　なお、デンパークでは、５月６日�まで春のイベント
「フラワーフェスティバル」を開催中！週末を中心に楽し
い大道芸やコンサート。そしてゴールデンウイークには動
物ふれあい広場、キャラクターショー、人気芸人のお笑い
ライブなど笑顔いっぱいのデンパークです。
　本紙裏表紙もあわせてご覧ください。

●デンパーク花壇苗の販売

　デンパークの花壇に植え付けしている花の苗ベゴニア、
マリーゴールド、ペチュニア、ロベリアなどを販売します。
春花壇用にいかがですか。
� ４月１９日�、２０日�午前９時３０分～午後４時３０分
� デンパーク公園内マーケット前広場
� デンパーク（�〈９２〉７１１１）

時
場
問

デンパーク市民特別入園券をご利用ください

〈キリトリセン〉

〈キリトリセン〉

〈キリトリセン〉

〈
キ
リ
ト
リ
セ
ン
〉
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　市教育委員会では、特別支援教育補
助員の登録を受け付けています。
� 心身とも健康で、学校教育に積極
的に取り組むことができる人
� 教育活動上の日常生活の介助、学
習活動上のサポートなど、障害のある
児童・生徒への補助　賃金 ▼１時間あ
たり１０００円 
� 市販の履歴書に必要事項を記入し、
写真をはって学校教育課または学区の
小・中学校へ

対

内

申

� ５月１８日�～７月２０日�の毎週日曜日（全１０回）
クラス１�午前９時～１０時２０分　クラス２・３�午前１０時
３０分～１１時５０分
� 市民会館講座室・第３会議室
� 初歩的な日本語の会話、文法など
� 市内在住・在勤で１６歳以上の外国人で、日本語の会話
が初心者の人　クラス１�ほとんど日本語が話せない人　
クラス２�少し日本語が話せる人　クラス３�ある程度日
本語の読み書きができる人
� クラス１�３０人　クラス２・３�各１５人
� １０００円
� ４月４日�～５月８日�午前８時３０分～午後５時１５分
（���を除く）に市民活動課へ
※団体・代理による申し込み不可。
� ５月１１日�にクラス分けのための簡単な面接を行いま
す。

時
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利用上のご注意
・市内在住の人のみ使用できます
・本券の払い戻し、再発行はできません
・コピーやウェブサイトで印刷したものは利用できません
・入園後にいったん退園した場合は再入園できません

利用人数　　□１人　□２人

安城市・�安城都市農業振興協会
問い合わせ

▲

デンパーク（�〈９２〉７１１１）

� ５月１１日�午前９時３０分～午後４時
� 愛知県庁（本庁舎）集合
� 境川流域で行っている洪水対策（総
合治水対策）を見学　コース ▼ 山崎川
雨水幹線下水道工事�天白川激特事業
�前後駅南調整池�刈谷ハイウェイオ
アシス�ガスエネルギー館
※昼食付き。雨天時には、見学場所を
変更する場合があります。
� 市内在住の小学４～６年生とその
保護者
� ４０組８０人（定員を超えた場合は抽せん）
� ４月１４日�（必着）までに、はがき
に「境川・親子フォーラム参加希望」
と明記し、郵便番号・住所・電話番号・
保護者と子どもの氏名・性別・学年
（子どものみ）を記入して市土木課（〒
４４６－８５０１安城市桜町１８－２３）へ
� 市土木課、県河川課（�０５２〈９５４〉６５５５）

� 活動日 ▼ 毎週火～土曜日午後１時
※月により変更あり。
� 市埋蔵文化財センター
� 教室に随時参加し、土器づくりの
技術を修得（半年程度）。その後２～３
人のグループで週１～２日程度、来館
者に指導をしていただきます。
� 土器づくりに興味があり、人と接
することが好きな人
� 電話で市埋蔵文化財センター（�
〈７７〉４４９０）へ
� 毎月の土器作り教室の日程は本紙
１５日号に掲載しています。興味のある
人はぜひ体験しにきてください。

時
場
内

対

定
申

問

時

場
内

対

申

他

　地域の皆さんが主体となって、お互
いの助け合いによる福祉の街づくりを
進めるために、地域活動の推進を目的
とした「第２次安城市地域福祉計画」
を策定します。その計画策定に参画し
ていただく方を募集します。
� 任期 ▼平成２１年３月まで
� 策定協議会（平日の昼間で今年度４
回程度開催予定）に出席し、計画内容
に関する意見や提案をしていただきます。
� 市内に在住・在勤・在学の１８歳以
上の人
� ２人程度（書類・面接審査により決定）
� ４月１１日�（必着）までに応募用紙
に「応募の動機・安城市の地域福祉に
関する意見など」（８００字程度）を記入し、
持参・郵送またはメールで社会福祉課
（〒４４６－８５０１安城市桜町１８－２３／ｓｈａ
ｋａｉｆｕｋｕｓｈｉ＠ｃｉｔｙ．ａｎｊｏ．ｌｇ．ｊｐ）へ
� 応募用紙は社会福祉課、市ホーム
ページで配布。提出書類は返却しませ
ん。４月２４日�午前１０時から市役所西
会館第３４会議室で面接を行います。

時
内

対

定
申

他

◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆ 日日本本語語教教室室をを開開催催 ◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆

家賃（月額）間取り建設年度部屋番号住宅名

２万４９００円～５万４７００円３ＤＫ平成５年
Ａ－１０４

 大  山  田  上 
おお やま だ かみ

（池浦町） Ａ－２０２
Ａ－３０４

※今回募集する住宅は単身での申し込み不可。

� ４月７日�～１１日�午前９時～午後５時に建築課へ
� 申込案内書は同課で配布。入居資格に該当することを確認のうえ、お申
し込みください。

申
他

平成２０年度特別支援教育補助員 ▼

第２次安城市地域福祉計画
の策定委員

▼
▼

境川流域親子フォーラム参加者 ▼

土器作りボランティア ▼

〈キリトリセン〉

〈キリトリセン〉

〈キリトリセン〉

〈
キ
リ
ト
リ
セ
ン
〉

利用上のご注意
・市内在住の人のみ使用できます
・本券の払い戻し、再発行はできません
・コピーやウェブサイトで印刷したものは利用できません
・入園後にいったん退園した場合は再入園できません

利用人数　　□１人　□２人

安城市・�安城都市農業振興協会
問い合わせ

▲

デンパーク（�〈９２〉７１１１）
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� 通院や外出に
かかるタクシー料
金の一部を助成し
ます。
助成内容 ▼利用券（１人１冊）　※週２
回以上で２か月以上の通院が必要な人
には、通院報告書の提出により２冊目
を交付します。
� 次の①～③のいずれかを持ってい
る人（自動車税、軽自動車税の減免を
受けている人、安城市高齢者タクシー
料金助成利用券の交付を受けている人
を除く）
①身体障害者手帳１級～３級　②療育
手帳ＡまたはＢ　③精神障害者保健福
祉手帳１級または２級
� 身体障害者手帳・療育手帳・精神
障害者保健福祉手帳のいずれかを持っ
て障害福祉課へ

　多数の人が利用する建築物に対し、
吹き付けアスベストの含有調査費用・
除去などの改修費用の一部を補助しま
す。
� 多数の人が利用する２００㎡以上の建
築物で、露出して吹き付けアスベスト
などが施工されている可能性がある建
築物の所有者または管理者
� 調査�費用の３分の２(１０万円を限
度 )　改修�費用の３分の２(１８０万円
を限度 )
� 建築課
� 補助を希望する人は、必ず事前に
ご相談ください。

　課税明細書を４月１日付けで発送し
ますので内容をご確認ください。
　なお、平成２０年度の固定資産税と都
市計画税の納税通知書は、４月１２日�
に発送する予定です。第１期の納期限
は４月３０日�です。
� 資産税課

　人口（３月１日現在） ▼総人口�１７万
７８８４人　男性�９万１１１７人　女性�８
万６７６７人　世帯 ▼６万５４３０世帯　２月
の火災・救急 ▼火災�１２件（うち建物
８件）　救急�５７２件（うち急病３８２件）
２月の犯罪・事故 ▼犯罪�２０９件　事
故�６２９件（うち負傷者１２１人、死者１
人）

内

対

申

対

内

問
他

問

　後期高齢者医療保険証が届いた人や、
制度改正により新しい国民健康保険の
保険証や受給者証が届いた人は、古い
保険証や受給者証、老人保健受給者証は４
月１日から使用できません。国保年金課で
回収していますのでご協力ください。
� 回収場所 ▼ 国保年金課、桜井・南
部支所、北部出張所
� 国保年金課

� 国民年金は２０歳から保険料の納付
が必要になりますが、下記に該当する
学生の場合、申請により卒業後に納付
ができます。（毎年度申請が必要です）
� 学生で前年度所得が低い人
� 年金手帳、学生証または在学証明
書、印鑑
� 国保年金課へ

後期高齢者福祉医療費受給者証等　　
　対象となる人には２月中旬に交付申
請書を送付しました。申請が済んでい
ない人は早急に提出してください。
子ども医療費受給者証　　　　　　　
　すでに申請済みの保護者、現在乳幼
児医療費助成の受給対象者（申請不要）
には、３月下旬に新しい「子ども医療
費受給者証」を送付しました。申請が
済んでいない保護者の人は、早急に提
出してください。
� 国保年金課

　小・中学校の通学に必要な費用につ
いて、経済的な理由で困っている人に
対する援助があります。詳しくはお問
い合わせください。
� 小・中学校、地区の民生委員、市
学校教育課

場

問

内

対
持

申

問

問

　衣浦東部都市計画事業安城南明治第
一土地区画整理審議会委員の選挙が行
われます。これに伴い、選挙人名簿の
縦覧を行います。
� 選挙期日 ▼５月２５日�　縦覧期間

▼４月４日�～１７日�午前８時３０分～
午後５時１５分
� 縦覧場所 ▼南明治都市整備事務所
（安城市末広町６番１号ＮＴＴ安城ビ
ル内）
� 南明治都市整備事務所（�〈７１〉３７５１）
� 選挙人名簿の記載事項に異議があ
る場合は、縦覧期間中に市へ申出書を
提出することができます。

　本紙１１月１５日号でお知らせした「衣
浦東部都市計画安城北部地区工業団地
地区計画」を、４月１日付けで決定し
ました。
� 都市計画課

　４月１日�から、ケーブルテレビキ
ャッチ（ＫＡＴＣＨ）のコミュニティチ
ャンネル内で、デジタル文字放送が始
まります。
� チャンネル ▼地上デジタル１２ｃｈ
主な内容 ▼休日・夜間診療や防災、市
からのお知らせやイベント情報をテレ
ビ画面で見ることができます。　その
他 ▼放送エリア内の市町のイベント情報
� 秘書課広報広聴係

� ４月１５日�から桜井線「桜井小学
校」を「鹿乗西」に変更します。
� 都市計画課
� 時刻やルートの変更はありません
ので、今までの時刻表を読み替えても
お使いいただけます。
　なお、新しいバス停名での時刻表は
市役所や公民館で配布しています。

時

場

問
他

問

内

問

内

問
他

国民健康保険の保険証など
を回収しています

▼
▼

国民年金保険料学生納付特
例申請の受け付け

▼
▼

医療費受給者証等交付申請
書の提出はお済みですか

▼
▼

障害者のタクシー料金を助成 ▼

アスベスト対策費補助制度
がはじまります

▼
▼

固定資産税・都市計画税
課税明細書を発送します

▼
▼

人口・世帯ほか ▼

安城南明治第一土地区画整
理審議会委員の選挙

▼
▼

安城北部地区工業団地地区
計画の決定

▼
▼

ケーブルテレビキャッチで
データ放送を開始

▼
▼

あんくるバス桜井線の
バス停名称を変更します

▼
▼

鹿乗西

就学援助制度のご利用を ▼



� ６月～１０月　※検診日と結果説明
日で２日間必要になる場合があります。
� 安城更生病院、八千代病院
� 頭部ＭＲＩ・頭部ＭＲＡ・問診な
ど
� 市内在住の４０歳以上の人で会社な
どで受診する機会がない人（現在脳血
管疾患で治療中の人、体内に金属器具・
ペースメーカーなどが入っている人を
除く）
※当せん者は、当せんした年度を含め、
４年間は申し込みできません。
� ２５０人　※定員を超えた場合は抽せ
ん。（５月１７日�に市保健センターで公
開抽せん会を行います）
� １万円
� ４月３日�～１０日�午前８時３０分
～午後５時１５分（��を除く）に市保健
センター（�〈７６〉１１３３）へ

　市では「妊婦にやさしい環境づくり」
を推進するため、このマークのついた
キーホルダーを母子手帳交付時に配布
しています。
　妊娠初期は外見では見分けにくいた
め、このマークをつけている人を見か
けたら、周りの皆さんの心配りをお願
いします。
� 市保健センター（�〈７６〉１１３３）

時

場
内

対

定

￥
申

問

�期間・日時
�場所
�内容
�講師・指導
�対象・資格
�定員・募集人数

時
場
内
講
対
定

�費用・受講料など
�持ち物
�申し込み方法など
�問い合わせ先
�その他

￥
持
申
問
他

なお、�どなたでも、�特になし、
� 無料の場合は記載を省略してい
ます。

対 定
￥
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　小麦畑を対象とした病害防除（農薬
散布）を実施します。実施にあたって
は、細心の注意を払い、周囲に配慮し
ながら行いますが、散布作業中は付近
に近寄らないようご注意ください。皆
さんのご理解とご協力をお願いします。
� ４月中旬～５月中旬
� 市内の小麦を生産しているほ場（水田）
� 使用薬剤 ▼ 小麦赤かび病に対する
殺菌剤（登録農薬）
� ＪＡあいち中央営農部（�〈７３〉４４０２）

　今年も４月と５月の新緑のころに緑
の募金「家庭・学校・企業・街頭募金」
を実施します。家庭募金は、町内会で
募金活動をします。また、公共施設に
も「緑の募金箱」が備えてありますの
で募金のご協力をお願いします。
　なお、集められた募金の一部は地域
緑化として地元に還元され、各町内の
緑化事業に活用されます。
　また、生垣等設置奨励補助金・松く
い虫薬剤防除補助金・松くい虫被害木
自主駆除補助金などの制度があります
ので、ご活用ください。
� 公園緑地課

時
場
内

問

問

� 知立神社
の祭礼である
「知立まつり」
は江戸時代か
ら続き、一年
おきに 本 

ほん

 祭 
まつり

と 間 
あい

 祭 が行われます。本祭
まつり

となる今年は、勇壮華麗な５台の 山  車 
だ し

が 神  舞 の 囃  子 とともに知立神社に奉納
かん まい はや し

され、重要無形民俗文化財に指定され
ている人形 浄 

じょう

 瑠  璃 や人形からくりが山
る り

車の上で披露されます。
� ５月２日�・３日�
� 知立神社（知立市西町神田）
� 知立市観光協会（知立市役所経済課
内／�〈８３〉１１１１）
� 交通 ▼名鉄知立駅下車徒歩１５分

内

時
場
問

他

知立まつり 知
立

■春の交通安全市民運動　４月６日�
～１５日�
　市民総ぐるみで展開し、市民一人ひ
とりの交通安全意識を高めるとともに、
安全行動の実践を通じて交通事故防止
を図ります。
●重点項目
�子どもや高齢者を交通事故から守ろう
�後部座席を含むシートベルトとチャ
イルドシートを正しく着用しよう
�自転車の安全利用を進めよう
�飲酒運転を根絶しよう
�人にも環境にも優しい「エコ・ドラ
イブ」を実施しよう
� 市民安全課問

■暴力団に関する困り事・悩み事相談
　経験と専門的知識のある弁護士・警
察官ＯＢが皆さんの相談に応じます。
暴力団・事件屋などの債権取り立て、
交通事故の示談介入など不当な要求で
お困りの場合は、ぜひ、ご相談くださ
い。（秘密は厳守します）
●相談窓口　暴力追放愛知県民会議
（�０５２〈９５３〉３０００）�月～金曜日午前９
時～午後５時（��を除く）　※午後１
時３０分～４時は弁護士が対応します。
　安城警察署刑事課（�〈７６〉０１１０）�月
～金曜日午前８時４５分～午後５時３０分
（��を除く）
� 暴力追放推進協議会（市民安全課内）問

■根崎駐在所が交番になります
　４月１日から根崎駐在所が「明祥交
番」に変わり、３交替の２４時間勤務体
制になります。
　「明祥交番」は、根崎駐在所と和泉
駐在所が合併し、
根崎町、東端町、
城ヶ入町、和泉
町、石井町の５
町を管轄します。
　なお、榎前町
は高棚駐在所が
管轄します。
� 安城警察署
（�〈７６〉０１１０）
問

小麦病害防除を実施します ▼

脳ドック（前期）を受け付け ▼

マタニティマークを知って
いますか

▼
▼

安全・安心なまちをめざして・・・　 ▼

地球を救う緑の募金にご協力を ▼
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※申し込みや問い合わせは、日本語
でお願いします。
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クラブハウス体験講座�

動物ふれあい広場&�
アニマル�
パフォーマンスショー�

笑い飯・ストリーク�
お笑いライブ�

アントキの猪木�
爆笑ライブ�

ケン・マスイwith�
花&華ファッション�
ショー�

炎神戦隊�
ゴーオンジャーショー�

仮面ライダーキバショー�

［会場］デンパーククラブハウス　�〈92〉7112

4.5�　6�　12�  
 13� 19�   20�  
 26�  27�  

4.26�～5.6● 

4.29� 

5.3� 

5.4� 

5.5� 

5.6● 

※写真はイメージです。　　　　都合により日時の変更や中止の場合があります。くわしくはお問い合わせください。 

毎週土・日曜日 開催日 

￥500参加費 

毎週土・日曜日 開催日 

￥500参加費 

毎週土・日曜日 

アルパカ、ひつじ、アヒル、 
イヌたちと一緒に遊ぼう！ 

名古屋で活躍の人気モデルが来園！ 

握手会もあるよ！ 

握手会もあるよ！ 

開催日 

￥800参加費 

4/12・13、5/10・11開催日 

￥500～ 参加費 

4/5・6、5/3・4開催日 

￥500～ 参加費 

4/19・20、5/17・18開催日 

￥600～ 参加費 

4/26・27、5/6開催日 

￥1,500～ 参加費 

いちご大福作り 

木工教室 押し花教室 トールペイント シルバーアクセサリー 

パン作り いちごジャム作り 

春の大道芸�
  カーニバル�

デンパーク館 
展示ルーム 

紙龍（SiRYU）作品展�
「PEPARK（ペーパーク）」�

［会場］デンパーク館 

4.9�～6.2�  

期間中ワークショップも 
開催予定 

－お問い合わせ－ 
�0566〈92〉7111

休 

休 


